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町
村
合
併
し
て
か
ら
の
３
年
４

カ
月
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
平
成
１６
年
１０
月
の
台
風
２３
号

に
よ
る
災
害
の
復
旧
対
応
に
始
ま

り
、
旧
町
村
ご
と
に
異
な
っ
て
い

た
公
共
料
金
の
一
元
化
や
各
種
補

助
金
、
各
種
制
度
間
の
調
整
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
要

望
や
各
方
面
か
ら
の
ご
提
言
を
踏

ま
え
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、

吉
野
川
市
の
将
来
を
展
望
し
、

「
子
育
て
支
援
」、「
教
育
環
境
の

整
備
」、「
危
機
管
理
対
策
」
な
ど

を
柱
に
据
え
て
、
真
に
重
要
か
つ

と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
基

本
的
な
施
策
と
目
標
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
、「
教
育
振
興
計
画
」

の
策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

児
童
・
生
徒
等
へ
の
指
導
・
対
応

や
教
育
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

少
子
化
の
進
行
や
地
域
社
会
の

変
化
な
ど
、
子
ど
も
や
子
育
て
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
中
で
、
家
庭
や
地
域
に
お
け
る

子
育
て
機
能
の
低
下
や
子
育
て
中

の
親
の
孤
独
感
や
不
安
感
の
増

大
、
児
童
虐
待
や
子
ど
も
に
か
か

る
事
件
の
増
大
と
い
っ
た
問
題
が

生
じ
る
一
方
で
、
子
育
て
支
援
に

対
す
る
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
も
多
様

化
し
て
き
て
い
ま
す
。

政
運
営
を
着
実
に
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
川
中
学
校
校
舎
に
つ
い
て
は
、

平
成
２１
年
度
ま
で
の
２
カ
年
事
業

で
実
施
し
、
川
島
中
学
校
体
育
館

に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年
度
に
建

設
に
取
り
組
み
ま
す
。

学
校
施
設
等
の
耐
震
化
に
つ
い

て
は
、
平
成
１９
年
度
に
中
学
校
３

校
、
小
学
校
７
校
、
幼
稚
園
１
園

の
耐
震
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
２０
年
度
に
は
、
残
り
の
小
学

校
６
校
、
幼
稚
園
４
園
で
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
緊
急
性
の

高
い
建
物
か
ら
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
の
教
育
の
進
む
べ
き
方
向

ル
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、

新
生
「
吉
野
川
市
」
を
広
く
全
国

に
情
報
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
事
業
を
通
じ
て
市
民

の
一
体
感
の
醸
成
と
地
域
の
活
性

化
が
図
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
面
で
は
、
簡
素

で
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
め
ざ

し
、「
民
営
化
」、「
民
間
委
託
」、

「
指
定
管
理
者
制
度
」
等
、
民
間

活
力
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
す

る
と
と
も
に
、
市
役
所
の
体
制
に

つ
い
て
も
、
部
・
課
の
統
合
等
に
よ

り
組
織
の
ス
リ
ム
化
や
経
費
の
節

減
・
合
理
化
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

我
が
国
の
国
・
地
方
を
通
じ
た

財
政
環
境
は
、
依
然
と
し
て
大
変

厳
し
く
、
社
会
保
障
関
係
費
が
増

加
の
一
途
を
た
ど
る
中
、
自
主
財

源
の
乏
し
く
、
少
子
・
高
齢
化
が

今
後
も
進
む
と
予
測
さ
れ
る
本
市

に
と
っ
て
、
非
常
に
厳
し
い
行
財

政
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
環
境
の
中
、

旧
町
村
時
代
か
ら
の
数
々
の
継
続

事
業
に
一
応
の
め
ど
が
つ
い
た
も

の
の
、
い
ま
だ
解
決
に
至
ら
ず
、

や
り
遂
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課

題
や
行
政
需
要
も
ま
だ
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
将
来
の
本
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
見
据
え
、
確
か
な
市
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確
か
な
市
政
運
営
の
実
現

吉野川市合併3周年記念事業の中で行われた
「阿波

あ わ

忌
いん

部
べ

の聖地を巡るツアー」

豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む

ま
ち
づ
く
り

体育館の完成により施設整備がすべて完
了する川島中学校

元気に遊ぶ園児たち

市政の窓 市政の窓 

3月3日の平成20年3月吉野川市議会
定例会開会日、川真田市長は、平成
19年度のこれまでの成果と平成20年
度の市政運営方針について、その所信
を表明し、市民の皆さんや市議会に理
解と協力を求めました。要旨は次のと
おりです。

次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
育
成

緊
急
的
な
施
策
展
開
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

ま
た
、「
吉
野
川
市
合
併
３
周

年
記
念
事
業
」
や
「
第
２２
回
国
民

文
化
祭
」
の
一
環
と
し
て
「
吉
野

川
文
化
探
訪
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、

「
吉
野
川
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ



こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
地
域

の
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
、

子
育
て
の
不
安
感
を
緩
和
し
、
も

っ
て
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

「
子
ど
も
」
・
「
家
庭
」
・
「
地

域
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
直
面
し

て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し

て
、「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
サ
ー
ビ

ス
」
で
対
応
で
き
る
「
地
域
子
育

て
支
援
拠
点
機
能
」
の
整
備
に
つ

い
て
平
成
２０
年
度
に
検
討
し
ま
す
。

◆
市
営
住
宅
に
つ
い
て

平
成
１９
年
度
の
山
川
湯
立
団
地

の
改
修
、
美
郷
川
俣
団
地
の
合
併

浄
化
槽
へ
の
改
修
、
牛
島
第
３
団

地
の
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
に
続

き
、
平
成
２０
年
度
は
、
山
川
ほ
た

る
川
団
地
、
ほ
た
る
川
第
２
団
地

の
改
修
を
行
う
ほ
か
、
火
災
警
報

い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

つ
い
て
は
、
２
月
６
日
に
「
吉
野

川
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

会
」
か
ら
「
吉
野
川
市
男
女
共
同

参
画
基
本
計
画
案
」
を
ご
提
案
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
計

画
に
基
づ
き
、
男
女
が
社
会
の
対

等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
あ
ら

ゆ
る
分
野
に
活
動
に
参
画
で
き
る

社
会
の
実
現
に
向
け
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
吉
野
川
市
の

将
来
を
見
据
え
て
、
必
要
な
施
策

を
効
果
的
に
、
か
つ
着
実
に
進
め

る
べ
く
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
、
ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

の
見
直
し
に
よ
り
、
価
格
競
争
の

み
に
よ
る
入
札
か
ら
品
質
に
も
優

れ
た
入
札
制
度
へ
の
転
換
が
積
極

的
に
図
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
本
市
で
も
、
よ

り
一
層
公
共
工
事
の
品
質
確
保
を

図
る
た
め
、「
総
合
評
価
方
式
」

の
導
入
を
積
極
的
に
検
討
す
る
と

と
も
に
、
統
一
性
を
図
り
な
が
ら

効
率
的
な
業
務
の
実
施
が
可
能
と

な
る
よ
う
、
工
事
部
門
に
か
か
る

入
札
窓
口
の
一
本
化
な
ど
、
体
制

整
備
も
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

将
来
の
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

考
え
て
い
く
に
は
、
市
民
の
目
線

に
立
ち
、
広
く
市
民
の
声
に
耳
を

傾
け
、
市
民
本
位
の
市
政
を
堅
持

し
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で

す
。
１
月
１９
日
に
は
、
将
来
の
本

市
を
支
え
る
若
者
の
声
を
市
政
に

生
か
す
た
め
「
新
成
人
と
の
座
談

会
」
を
初
め
て
開
催
し
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
話
の
中
に
も
、
将
来
の

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

若
者
の
真し
ん

摯し

か
つ
率
直
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
月
２２
日
に
は
、「
市
政
懇
談

会
」
を
上
浦
公
民
館
で
開
催
し
、

今
後
各
地
区
で
、
順
次
開
催
し
て

度
か
ら
新
た
な
農
業
振
興
策
と
し

て
、「
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事

業
」
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
山

川
町
お
よ
び
美
郷
地
区
で
農
業
用

排
水
施
設
、
農
道
、
農
業
集
落
道

を
５
カ
年
で
整
備
、
農
業
経
営
の

安
定
と
農
家
の
所
得
向
上
に
取
り

組
み
ま
す
。

ま
た
、
美
郷
商
工
会
を
中
心
と

し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
取
り
組

ん
で
い
る
地
域
再
生
の
手
法
で
あ

る
「
キ
レ
イ
の
さ
と
　
美
郷
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
て
も
、
さ
ら

な
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
と
、
そ
の

体
制
づ
く
り
を
行
う
た
め
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

国
や
県
で
は
、「
公
共
工
事
の

品
質
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
の
施
行
を
受
け
、
入
札
制
度

装
置
を
市
営
住
宅
全
戸
に
設
置
し

ま
す
。

◆
都
市
計
画
街
路
に
つ
い
て

本
郷
春
日
免
線
の
用
地
買
収
が

一
部
を
除
き
ほ
ぼ
完
了
し
ま
し
た
。

平
成
２０
年
度
は
飯
尾
川
の
橋
り
ょ

う
下
部
工
に
着
手
し
、
平
成
２３
年

度
の
全
面
開
通
を
め
ざ
し
ま
す
。

◆
環
境
対
策
に
つ
い
て

環
境
問
題
の
重
要
性
に
鑑
か
ん
が
み
、

「
吉
野
川
市
の
ご
み
処
理
を
考
え

る
市
民
会
議
」
の
ご
提
言
を
着
実

に
実
行
に
移
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
ご
み

の
分
別
、
資
源
ご
み
の
回
収
、
ご

み
集
積
場
の
整
備
事
業
の
実
施
等

に
よ
り
、
可
能
な
限
り
処
分
費
の

抑
制
に
取
り
組
み
ま
す
。

◆
水
道
事
業
に
つ
い
て

運
営
基
盤
の
強
化
、
安
心
・
快

適
な
給
水
の
確
保
、
災
害
対
策
の

充
実
等
を
図
る
た
め
、
水
道
事
業

の
現
状
と
将
来
の
見
通
し
を
分

析
・
評
価
し
た
上
で
、
め
ざ
す
べ

き
将
来
像
を
描
き
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
方
策
を
示
す
「
吉
野
川
市

水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

農
業
の
振
興
に
欠
か
せ
な
い
基

盤
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
２０
年

2008年（平成20年）4月9日
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今年度改修を行う山川ほたる川団地

「キレイのさと 美郷」を商品コンセプト
に作られた、梅干しや山菜のイタドリ
のジュース

新成人との座談会の様子

住
み
よ
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
振
興
の

ま
ち
づ
く
り

簡
素
で
効
率
的
な

行
財
政
基
盤
の
確
立

市
民
本
位
の
開
か
れ
た

ま
ち
づ
く
り



市
に
入
っ
て
く
る
お
金
は
「
自
主
財
源
」
と
「
依

存
財
源
」
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
主
財
源

は
、
市
だ
け
で
ま
か
な
え
る
お
金
の
こ
と
で
、
歳
入

の
円
グ
ラ
フ
の
市
税
、
そ
の
他
に
あ
た
る
部
分
、
繰

入
金
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

吉
野
川
市
の
自
主
財
源
は
６４
億
９
１
２
５
万
５
０

０
０
円
、
歳
入
総
額
の
３６
・
３
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
う
ち
繰
入
金
の
１２
億
円
は
、
税
収
減
や
災
害
発

生
時
な
ど
思
わ
ぬ
支
出
の
増
加
に
備
え
る
た
め
に
積

み
立
て
て
い
る
財
政
調
整
基
金
と
、
公
債
費
の
償
還

を
計
画
的
に
行
う
た
め
積
み
立
て
て
い
る
減
債
基
金

を
取
り
崩
し
財
源
不
足
を
埋
め
た
も
の
で
あ
り
、
実

質
的
な
自
主
財
源
は
、
５２
億
９
１
２
５
万
５
０
０
０

円
、
歳
入
総
額
の
２９
・
６
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
に
対
し
、
依
存
財
源
は
、
国
や
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
財
源
の
こ
と
で
、
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
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出
金
、
市
債
な
ど
で
、
１
１
３
億
９
９
１
５
万
５
０

０
０
円
、
歳
入
総
額
の
６３
・
７
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
の
乏
し
い
本
市
に
と
っ
て
は
、
国
の
地
方

財
政
制
度
の
変
更
に
伴
う
影
響
が
非
常
に
大
き
く
、

地
方
交
付
税
に
地
方
活
性
化
施
策
の
特
別
枠
と
し
て

「
地
方
再
生
対
策
費
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
位

一
体
の
改
革
に
よ
り
減
額
さ
れ
た
財
源
の
回
復
は
望

め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
の
借
金
に
あ
た
る
市
債
も
残
高
を
少
し

で
も
減
ら
し
て
い
く
た
め
、
償
還
額
（
こ
れ
ま
で
に

借
り
た
分
に
か
か
る
返
済
金
）
の
範
囲
内
で
借
り
入

れ
を
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
２０
年
度
は
、
山
川
中
学

校
校
舎
や
川
島
中
学
校
体
育
館
の
建
設
費
用
の
ほ
か
、

市
が
過
去
に
借
り
入
れ
た
利
率
の
高
い
市
債
を
繰
上

償
還
（
期
限
を
繰
り
上
げ
て
返
済
す
る
こ
と
）
し
、

低
利
で
借
り
換
え
を
行
う
た
め
、
総
額
２０
億
３
３
５

０
万
円
の
市
債
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

２.６

市
に
入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）

歳入 平
成
　
年
度 

20

平
成
　
年
度 

20

当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し 
当
初
予
算
の
あ
ら
ま
し 

178億9,041万円 

市税 
41億8,807万円 
（23.4％） 

繰入金 
12億円（6.7％） 

市債 
20億3,350万円（11.4％） 

地方交付税 
59億円 

（33.0％） 

地方譲与税・各種交付金 
8億6,373万4,000円 

（4.8％） 

国庫支出金 
16億4,238万4,000円 

（9.2％） 

県支出金 
9億5,953万7,000円 
（5.3％） 

自主財源 
（36.3％） 

依存財源 
（63.7％） 

その他 

11億318万5,000円 
（6.2％） 

分担金および負担金・ 
使用料および手数料・ 
財産収入・繰越金・ 
諸収入 

前年対比 2.6%増前年対比 2.6%増

平
成
２０
年
度
当
初
予
算
が
市
議
会
３
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
吉
野
川
市
が
発
足
し
て
３
年
６

カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
市
の
財
政
は
、
国
・
県
と
同
様
に
多
額
の
借
入
金
残
高
を
抱
え
、
予
算
規
模

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。
社
会
保
障
関
係
費
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
中
、
自
主
財
源
が
乏
し
く
、

少
子
・
高
齢
化
が
今
後
も
進
む
と
予
測
さ
れ
る
本
市
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
２０
年
度
当
初
予
算
を
編
成
す
る
上
で
、
国
・
県
の
予
算
編
成
お
よ
び
地
方
財
政
対
策

等
の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
評
価
制
度
の
実
施
等
に
よ
る
優
先
順
位
の
厳
し
い

選
択
を
行
い
、
重
要
性
・
緊
急
性
、
将
来
に
お
け
る
財
政
負
担
に
つ
い
て
も
十
分
考
慮
し
た
上
で
、
計
画

的
・
重
点
的
配
分
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
前
年
度
当
初
予
算
額
を
４
億
５
８
８

６
万
７
０
０
０
円
、
率
に
し
て
　
％
増
の
１
７
８
億
９
０
４
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
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市
が
使
う
お
金
の
内
訳
は
、「
目
的
別
分
類
」
と

「
性
質
別
分
類
」
の
２
種
類
の
分
類
が
あ
り
ま
す
。

「
性
質
別
分
類
」
は
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
体
質

を
分
析
す
る
上
で
有
効
な
分
類
で
す
。
平
成
２０
年
度

当
初
予
算
額
を
平
成
１９
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
し

た
結
果
、
次
の
と
お
り
で
す
。

義
務
的
経
費
で
は
、
行
財
政
改
革
の
推
進
等
に
よ

り
、
人
件
費
が
約
６
５
０
０
万
円
の
減
額
、
市
が
過

去
に
借
り
入
れ
た
利
率
の
高
い
市
債
を
繰
上
償
還
す

る
た
め
、
公
債
費
が
約
２
億
１
０
０
０
万
円
の
増
額
、

高
齢
化
の
進
行
に
伴
う
社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び
に

よ
り
扶
助
費
が
約
９
５
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。

投
資
的
経
費
で
は
、
生
活
に
密
着
し
た
道
路
な
ど

の
社
会
基
盤
の
整
備
を
は
じ
め
、
新
た
に
山
川
中
学

校
校
舎
、
川
島
中
学
校
体
育
館
の
建
設
に
着
手
す
る

た
め
約
５
億
４
８
０
０
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
や
中

央
広
域
環
境
施
設
組
合
な
ど
一
部
事
務
組
合
負
担
金

が
大
き
く
増
え
た
た
め
、
補
助
費
等
が
約
３
億
９
６

０
０
万
円
増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
物
件
費
で
約
３

億
２
０
０
０
万
円
、
繰
出
金
で
約
４
億
２
０
０
０
万

円
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

目的別に見た吉野川市の予算 

総務費 土木費 

民生費 消防費 

衛生費 教育費 

農林水産業費 その他 

市民1人当たりに使われるお金　合計額389,252円 

※人口は、平成20年3月1日現在45,961人で換算 

34,617円 34,617円 52,155円 52,155円 

14.960円 14,960円 122,305円 122,305円 

46,831円 46,831円 37,069円 37,069円 

67,456円 67,456円 13,859円 13,859円 

市
が
使
う
お
金
（
歳
出
）

歳出 
178億9,041万円 

物件費 
18億8,592万8,000円 

（10.5％） 
扶助費 
27億6,960万7,000円 
（15.5％） 

公債費 
26億2,451万6,000円 
（14.7％） 

投資的経費 
17億5,932万9,000円 

（9.8％） 

維持補修費 
1億4,332万7,000円 

（0.8％） 

補助費等 
21億6,136万5,000円 

（12.1％） 

投資および出資金・貸付金・積立金 
5億1,310万円（2.9％） 

繰出金 
18億6,347万1,000円 

（10.4％） 人件費 
41億3,976万7,000円 
（23.1％） 

予備費 
3,000万円（0.2％） 

投資的経費 
（9.8％） 

義務的経費 
（53.3％） 

その他 
（36.9％） 

予算総額 178億予算総額 178億



【
少
子
高
齢
化
対
策
事
業
】

【
防
災
対
策
事
業
】

【
行
政
体
制
強
化
事
業
】

【
地
域
振
興
事
業
】

【
教
育
環
境
整
備
事
業
】

優
し
さ
と
思
い
や
り
、
た
く
ま

し
さ
、
郷
土
へ
の
愛
着
心
を
は
ぐ

く
む
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
教
育

や
、
一
人
ひ
と
り
の
才
能
や
個
性

を
伸
ば
し
、
創
造
性
に
富
む
子
ど

も
の
育
成
を
め
ざ
し
、
健
全
か
つ

安
全
な
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。

○
山
川
中
学
校
整
備
事
業

３
億
８
９
８
８
万
円

○
川
島
中
学
校
体
育
館
整
備
事
業

２
億
７
７
８
５
万
円

○
教
育
振
興
計
画
事
業３

１
８
万
円

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
事
業

４
２
８
万
円

と
も
に
、
そ
の
主
体
的
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

○
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設

置
事
業

１
０
万
円

○
出
産
祝
金
給
付
事
業６

０
０
万
円

○
乳
幼
児
等
医
療
助
成
事
業

８
８
０
４
万
円

○
土
曜
保
育
・
延
長
保
育
事
業

１
３
４
４
万
円

○
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進

補
助
事
業

２
０
万
円

○
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

３
２
２
９
万
円

○
つ
ど
い
広
場
事
業

１
５
５
万
円

○
敬
老
祝
賀
事
業

７
８
７
万
円

○
福
祉
タ
ク
シ
ー
補
助
事
業

８
０
万
円

○
指
定
管
理
者
制
度
導
入
事
業

１
億
７
０
９
６
万
円

防
災
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と

も
に
、
南
海
・
東
南
海
地
震
に
備

え
る
た
め
、
自
主
防
災
組
織
の
結

成
等
に
努
め
ま
す
。

○
防
災
組
織
支
援
事
業

１
２
０
０
万
円

○
自
主
防
災
研
修
補
助
金

３
０
０
万
円

次
世
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も

が
健
や
か
に
生
ま
れ
、
家
庭
や
地

域
の
中
で
安
全
に
す
く
す
く
育
つ

環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
と

３
２
５
１
万
円

○
商
工
業
振
興
事
業１

２
６
３
万
円

○
観
光
振
興
事
業

１
８
７
２
万
円

○
地
域
文
化
保
護
事
業

４
６
万
円

○
体
育
振
興
補
助
事
業

１
６
６
５
万
円

市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
と
効

率
的
な
行
政
組
織
を
構
築
す
る
た

め
、
地
域
審
議
会
、
指
定
管
理
者

制
度
を
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
市
民
に
対
す
る
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
、
情
報
通
信
格
差
是
正
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

○
地
域
審
議
会
委
員
設
置
事
業

１
１
１
万
円

○
情
報
通
信
格
差
是
正
事
業

１
３
７
３
万
円

○
教
育
施
設
耐
震
診
断
事
業

２
７
６
０
万
円

○
い
じ
め
・
不
登
校
等
相
談
事
業

３
４
５
万
円

○
幼
稚
園
預
か
り
保
育
事
業

３
２
６
万
円

○
外
国
語
指
導
助
手
招
致
事
業

１
４
３
４
万
円

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
配
置
事
業

５
５
２
万
円

○
問
題
を
抱
え
る
子
供
た
ち
の
自

立
支
援
事
業

１
０
５
万
円

○
科
学
ス
ク
ー
ル
公
開
授
業

２
０
万
円

環
境
、
景
観
、
地
域
の
特
性
な

ど
に
着
目
し
、
潤
い
に
満
ち
た
や

す
ら
ぎ
あ
る
生
活
空
間
を
整
備

し
、
人
に
優
し
く
潤
い
の
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
地
域
振
興
基
金
造
成
事
業５

億
円

○
巡
回
バ
ス
運
行
事
業３

０
６
万
円

○
自
治
振
興
事
業

２
９
４
９
万
円

○
森
林
整
備
事
業
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老朽化の著しい山川中学校校舎

4月から指定管理者制度を導入する芳越荘

自主防災会での初期消火訓練

1歳6か月児健康診査の様子

平
成
２０
年
度

当
初
予
算
の
重
点
項
目



市には、一般会計とは別に、特定の事業を行う場
合に、特定の歳入歳出を一般会計の歳入歳出と区別
して処理するための会計があります。
国民健康保険や介護保険などがこれにあたり、一

般会計とは別に特別会計といわれます。平成１９年度
をもって公衆温泉浴場事業特別会計と地域支援事業
特別会計を廃止し、平成２０年度に新たに後期高齢者
医療特別会計を設置したため、特別会計は９会計と
なりました。
また、一般会計、特別会計以外に、独立採算を原則とし、企業的な事業を行う水道事業会計があります。

【
生
活
基
盤
整
備
事
業
】

【
環
境
対
策
推
進
事
業
】

【
保
健
福
祉
推
進
事
業
】

地
域
社
会
の
中
で
、
だ
れ
も
が

健
康
で
明
る
く
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
保
健
、

医
療
、
福
祉
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
支
え
合
い
、

助
け
合
う
、
ふ
れ
あ
い
と
連
帯
感

あ
ふ
れ
る
温
も
り
の
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
老
人
保
健
事
業

２
４
９
９
万
円

○
在
宅
老
人
福
祉
対
策
事
業

３
３
７
９
万
円

○
障
害
者
福
祉
対
策
事
業

６
億
６
４
８
０
万
円

○
重
度
心
身
障
害
者
等
医
療
費
対

策
事
業

１
億
６
２
２
８
万
円

○
母
子
保
健
事
業

２
５
３
９
万
円

地
域
の
環
境
づ
く
り
や
地
球
環

境
の
保
全
に
向
け
た
諸
施
策
を
推

進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
を
図

り
、
自
然
や
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
ま
す
。

○
ご
み
減
量
対
策
事
業

１
億
５
１
９
万
円

○
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補
助

３
６
９
９
万
円

○
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

１
１
９
２
万
円

○
下
水
道
整
備
事
業
繰
出
金

７
億
２
８
３
５
万
円

自
然
災
害
や
火
災
、
事
件
・
事

故
等
に
備
え
る
た
め
、
道
路
整
備

や
安
全
施
設
整
備
を
進
め
、
市
民

生
活
の
安
全
性
、
利
便
性
、
快
適

性
に
重
点
を
置
い
た
都
市
基
盤
整

備
を
図
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
対
策
事
業

１
０
０
０
万
円

○
農
村
振
興
総
合
整
備
事
業

６
２
４
５
万
円

○
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

５
０
７
５
万
円

○
道
路
河
川
等
整
備
事
業

５
億
５
８
９
８
万
円

○
市
営
住
宅
改
修
事
業

１
億
２
１
５
４
万
円
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吉野川市最終処分場

平成23年度に全面開通をめざす本郷春日免線

（単位 ： 千円） 

（単位 ： 千円） 

特
　
別
　
会
　
計 

企
業
会
計 

会　　計　　名 
国民健康保険特別会計   
老人保健特別会計 
後期高齢者医療特別会計   
介護保険特別会計   
公共下水道事業特別会計   
特定環境保全公共下水道事業特別会計   
農業集落排水事業特別会計   
簡易水道事業特別会計   
川島財産区特別会計 

会　　計　　名 

平成20年度予算額 
5,437,381 
548,026 
495,916 
3,907,042 
2,006,948 
499,203 
174,146 
108,979 
259

平成20年度予算額 
560,084 
553,099 
233,542 
459,994

 
収入 
支出 
収入 
支出 

水道事業会計 
収益的収入および支出 

資本的収入および支出 

特別会計・企業会計
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平
成
２０
年
３
月
市
議
会
定
例
会

が
３
月
３
日
か
ら
２７
日
ま
で
の
２５

日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、
市
長

が
提
案
し
た
４１
議
案
す
べ
て
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
等
さ
れ
ま

し
た
。
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
２
１

４
万
１
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総

額
を
１
７
５
億
３
３
３
５
万
１
０

０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

て
い
る
の
で
、
新
設
お
よ
び
路
面

舗
装
を
行
い
、
通
行
の
利
便
性
を

図
る
も
の
で
す
。

○
公
共
育
成
牧
場
の
整
備

現
在

の
市
営
放
牧
場
は
、
隔
障
物
等
の

老
朽
化
が
著
し
く
、
ま
た
草
地
へ

の
雑
草
木
の
繁
殖
が
ひ
ど
く
改
良

整
備
が
急
務
で
あ
る
た
め
、
今
ま

で
草
地
造
成
改
良
整
備
等
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
整

備
が
不
十
分
な
た
め
、
今
後
牧
場

の
施
設
の
整
備
等
を
行
い
、
高
越

山
系
の
観
光
な
ら
び
に
地
域
の
振

興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
簡
易
水
道

現
在
、
老
朽
し
て

い
る
鋼
管
と
、
一
部
Ｖ
Ｐ
管
の
布

設
替
え
を
行
い
、
安
定
し
た
水
道

水
の
供
給
を
行
う
と
と
も
に
、
漏

水
防
止
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
推
薦
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

岡
田
年
弘
（
お
か
だ
・
と
し
ひ
ろ
）

氏
＝
６６
歳
、
鴨
島
町
知
恵
島

◇
山
川
町
（
川
田
山
辺
地
）

○
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設

現
在
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
交

換
局
か
ら
距
離
が
遠
い
た
め
Ａ
Ｄ

Ｓ
Ｌ
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
光
ケ

ー
ブ
ル
網
を
整
備
し
、
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
（
情
報
格
差
）
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
地
上
波
デ
ジ
タ

ル
放
送
へ
の
対
応
も
図
り
ま
す
。

○
市
道
の
改
良

現
在
の
幅
員
は

狭
小
で
あ
り
交
通
に
不
便
を
き
た

し
て
い
る
の
で
、
幅
員
を
拡
幅
改

良
す
る
も
の
で
す
。

○
林
道
の
改
修

現
在
の
林
道
は

路
面
の
起
伏
が
激
し
く
、
荒
廃
し
、

林
産
物
の
搬
出
に
不
便
を
き
た
し

ん
の
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負

担
割
合
が
、
３
割
か
ら
２
割
に
な

り
ま
す
。

（
広
報
よ
し
の
が
わ
平
成
２０
年
３

月
号
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

◇
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
２０
年
４
月
か
ら
新
た
に
創

設
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の
制

度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税

は
医
療
保
険
分
、
介
護
保
険
分
を

合
算
し
た
額
で
課
税
し
て
い
ま
し

た
が
、
新
た
に
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
が
加
わ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

後
期
高
齢
者
（
７５
歳
以
上
）
の
方

の
医
療
費
の
一
部
を
、
７４
歳
以
下

の
方
で
ご
負
担
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
も
の
で
す
。

◇
平
成
１９
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
６
件

◇
平
成
２０
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
予
算

◇
平
成
２０
年
度
各
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
予
算
な
ど
１０
件

一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企
業

会
計
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
を
４
〜

７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◇
吉
野
川
市
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
制
定

平
成
２０
年
４
月
か
ら
、
す
べ
て

の
７５
歳
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
と

認
定
さ
れ
た
方
は
６５
歳
）
以
上
の

方
は
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た

医
療
保
険
制
度
（
国
民
健
康
保
険

や
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
）
を
抜

け
て
、
新
た
に
独
立
し
た
医
療
保

険
制
度
と
な
る
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

（
広
報
よ
し
の
が
わ
平
成
２０
年
２

月
号
１０
ペ
ー
ジ
参
照
）

◇
吉
野
川
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
２０
年
４
月
か
ら
、
３
歳
か

ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
お
子
さ

議
会
だ
よ
り

総
合
整
備
計
画

予
　
算

人
　
事

条
　
例

国民健康保険税 
制度改正のしくみ 

改　正　前 

平成20年3月31日まで 

国民健康保険税＝①＋② 

①医療保険分（加入者全員） 
②介護保険分（40歳～64歳） 

改　正　後 

平成20年4月1日から 

国民健康保険税＝①＋②＋③ 

①医療保険分（0歳～74歳） 
②介護保険分（40歳～64歳） 
③後期高齢者支援金 
　（0歳～74歳）………新設 
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募集期間　4月9日貉～25日貊 
申込書類　①計画書②地図（清掃場所を記入してください） 
実施方法　　　　　　　　　配布する指定ごみ袋に分別して入れてください。 
　　　　　　　　　　　　　①自己処理…収集日に指定場所へ出してください。 
　　　　　　　　　　　　　②個別収集…集積場所を前もって届け出てください。 
　　　　　　　　　　　　　　鴨島町→鴨島環境センター蕁濆5697 
　　　　　　　　　　　　　　川島町・山川町・美郷→西環境センター蕁瀚5333 
　　　　　　　　　　　　　③自己搬入…指定ごみ袋に入れ、持ち込み先に搬入してください。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料金は免除になります。 

持ち込み先　蜷鴨島町→鴨島環境センター蕁濆5697 
蜷川島町・山川町・美郷→川島リサイクルセンターまたは山川不燃
物処理場蕁瀚5333 

申込方法・提出先　計画書と地図を環境企画課（市役所2階）、各支所地域課（川島・山川・美郷）に提出してくだ
さい。または、ファクシミリ、Ｅメールで同等の内容を環境企画課にお送りください。計画書は
市のホームページ（http://www.city.yoshinogawa.lg.jp）からダウンロードすることが
できます。 

問い合わせ　  市環境企画課蕁澤2230  蕭澤2247　Ｅメール ： kankyou@city.yoshinogawa.lg.jp

※小雨時は決行、荒天の場合は5月25日豸に延期 
　道路沿い、公園、河川敷などのポイ捨てごみをなくすため、市内全域の大掃除を実施します。快適な生活環境
を守るため、地域ぐるみで一斉に身の回りの環境美化を行いましょう。 

　レッツ・クリーン期間に清掃活動にご協力いただける団体やグループ、事業者を募集します。（期間は多少前後
しても構いません） 

※ごみ袋は、環境企画課（市役所2階）、各支所地域課（川島・山川・美郷）でお渡ししますので、必要枚数を申し出ください。 

実 施 団 体 ／ 名 　 称  

所 在 地  

連 絡者名  

電 話  

人 袋 

ごみの分け方  
ごみ処理の方法 

市内一斉清掃「ポイ捨てごみ一掃」 市内一斉清掃「ポイ捨てごみ一掃」 市内一斉清掃「ポイ捨てごみ一掃」 
ご参加ください！ 

「レッツ・クリーン」環境美化　統一実施日  5月11日豸午前8時～10時 

「レッツ・クリーン」環境美化参加計画書 

計画書は、4月25日貊までに提出をお願いします。 
総合問い合わせ　市環境企画課  蕁澤2230  蕭澤2247

実施日時　5月　　  日（    ） 
排出日時　5月　　  日（    ）　  午前　　　時  （当日は午前10時までに） 

「レッツ・クリーン期間（5月7日貉～11日豸）」協力団体募集！ 

参加予定人数 

処理方法  　いずれかに○をつけてください。 
（　  ）①自己処理→※分別して指定収集日に出してください。 
（　  ）②個別収集→※場所を指定してください。 
（　  ）③自己搬入 
清掃場所・ごみの集積場所の地図を必ず添付してください。 

ごみ袋排出予定数 



市
長
部
局

次
長
級
▼
総
括
支
所
長
〔
美
郷

支
所
地
域
課
長
事
務
取
扱
〕（
鴨
島

支
所
地
域
課
長
）
井
上
利
夫
▼
市

民
部
次
長
〔
環
境
局
長
〕（
防
災
対

策
課
長
）
瀬
尾
公
男
▼
福
祉
事
務

所
長
〔
健
康
福
祉
部
次
長
〕（
秘
書

企
画
課
長
）
大
塚
敏
明
▼
産
業
経

済
部
次
長
〔
農
業
推
進
課
長
事
務

取
扱
〕（
市
民
部
次
長
）
平
岡
重
利

課
長
級
▼
防
災
対
策
課
長
（
農

業
振
興
課
長
）
河
内
由
夫
▼
秘
書

企
画
課
長
（
下
水
道
課
長
）
貞
野

修
二
▼
秘
書
企
画
課
調
整
企
画
監

〔
秘
書
担
当
〕（
秘
書
企
画
課
課
長

補
佐
兼
秘
書
係
長
）
大
久
保
史
朗

▼
税
務
課
徴
税
企
画
監
（
総
務
課

主
幹
〔
中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

派
遣
〕）
笠
井
幸
宏
▼
鴨
島
支
所
地

域
課
長
（
川
島
支
所
地
域
課
長
）

杜
あ
つ
子
▼
川
島
支
所
地
域
課
長

（
市
民
生
活
課
長
）
月
岡
聖
仁
▼
市

民
生
活
課
長
（
教
育
総
務
課
長
）

工
藤
利
夫
▼
環
境
局
環
境
企
画
課

長
（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳
越
荘
所

長
）
加
藤
あ
け
み
▼
人
権
課
長

（
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
）
玉
井
豊
▼

環
境
局
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
（
子

育
て
支
援
課
主
幹
兼
児
童
母
子
係

島
支
所
地
域
課
主
幹
兼
地
域
振
興

係
長
）
後
藤
田
修
三
▼
環
境
局
環

境
セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
総
務
係
長

〔
西
環
境
セ
ン
タ
ー
担
当
〕（
環
境

セ
ン
タ
ー
主
幹
兼
総
務
係
長
〔
西

環
境
セ
ン
タ
ー
担
当
〕）
大
谷
泰
夫

▼
子
育
て
支
援
課
主
幹
〔
保
育
所

企
画
担
当
〕（
養
護
老
人
ホ
ー
ム
芳

越
荘
主
幹
兼
主
任
生
活
相
談
員
兼

子
育
て
支
援
課
主
幹
兼
児
童
保
育

係
長
）
増
富
雄
二
▼
農
業
推
進
課

主
幹
兼
計
画
係
長
（
鴨
島
支
所
地

域
課
課
長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
）

富
樫
正
▼
都
市
計
画
課
主
幹
兼
計

画
係
長
（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記

〔
主
幹
〕）
曽
我
部
訓
博
▼
下
水
道

課
主
幹
兼
総
務
係
長
（
下
水
道
課

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
松
田
敬

二
▼
健
康
推
進
課
主
幹
兼
保
健
係

長
（
健
康
推
進
課
課
長
補
佐
兼
母

子
保
健
係
長
）
新
見
ゆ
み
江

課
長
補
佐
級
▼
総
務
課
課
長
補

佐
兼
自
治
会
・
交
通
・
防
犯
係
長

（
総
務
課
主
査
兼
自
治
会
・
交

通
・
防
犯
係
長
）
宮
本
陽
一
▼
総

務
課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
総

務
課
主
査
兼
総
務
係
長
）
鳩
成
正

至
▼
秘
書
企
画
課
課
長
補
佐
兼
統

計
係
長
兼
情
報
公
開
係
長
（
都
市

計
画
住
宅
課
課
長
補
佐
兼
計
画
係

長
）
中
井
俊
男
▼
秘
書
企
画
課
課

長
補
佐
兼
広
報
広
聴
係
長
兼
男
女

共
同
参
画
推
進
係
長
（
介
護
障
害

長
兼
子
ど
も
相
談
室
主
幹
）
毛
利

益
三
▼
福
祉
総
務
課
長
（
地
域
福

祉
課
長
）
池
上
茂
和
▼
介
護
保
険

課
長
（
環
境
衛
生
課
長
）
原
田
正

昭
▼
建
設
課
長
（
耕
地
課
長
）
冨

尾
一
夫
▼
監
理
課
工
事
検
査
監

（
建
設
課
課
長
補
佐
兼
事
業
第
１
係

長
）
上
野
雅
夫
▼
下
水
道
課
長

（
建
設
課
長
）
松
田
仁
▼
山
川
北
保

育
所
長
を
兼
務
（
山
川
中
保
育
所

長
兼
山
川
南
保
育
所
長
兼
山
川
東

保
育
所
長
）
大
坪
ミ
チ
コ
▼
山
川

北
保
育
所
長
の
兼
務
解
除
（
川
島

東
保
育
所
長
兼
川
島
西
保
育
所
長

兼
川
島
乳
児
保
育
所
長
兼
山
川
北

保
育
所
長
）
杉
野
和
子
▼
鴨
島
呉

郷
保
育
所
長
兼
鴨
島
西
保
育
所
長

（
川
島
乳
児
保
育
所
所
長
補
佐
）
藤

川
真
弓
▼
鴨
島
中
央
保
育
所
長
兼

鴨
島
東
保
育
所
長
（
鴨
島
中
央
保

育
所
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
）

内
藤
明
美

主
幹
級
▼
総
務
課
付
主
幹
〔
中

央
広
域
環
境
施
設
組
合
派
遣
〕（
耕

地
課
課
長
補
佐
兼
事
業
第
１
係
長
）

村
田
登
志
雄
▼
鴨
島
支
所
地
域
課

主
幹
兼
地
域
振
興
係
長
（
生
涯
学

習
課
主
幹
兼
文
化
振
興
係
長
）
武

田
計
次
▼
こ
だ
ま
会
館
館
長
（
川

西
麻
植
会
館
館
長
兼
神
島
会
館
館

長
補
佐
（
神
島
会
館
館
長
）
大
島

重
治
▼
国
保
年
金
課
課
長
補
佐
兼

高
齢
者
医
療
係
長
（
国
保
年
金
課

課
長
補
佐
兼
老
人
医
療
係
長
）
大

塚
文
夫
▼
国
保
年
金
課
課
長
補
佐

兼
国
民
年
金
係
長
（
教
育
総
務
課

主
査
兼
総
務
係
長
）
吉
田
正
喜
▼

福
祉
総
務
課
課
長
補
佐
兼
障
害
福

祉
係
長
（
学
校
教
育
課
課
長
補
佐

兼
学
校
保
健
係
長
）
福
島
ヤ
エ
子

▼
福
祉
総
務
課
課
長
補
佐
兼
福
祉

総
務
係
長
（
地
域
福
祉
課
課
長
補

佐
兼
地
域
福
祉
係
長
）
新
居
京
子

▼
福
祉
総
務
課
課
長
補
佐
兼
高
齢

福
祉
係
長
（
地
域
福
祉
課
主
査
兼

高
齢
福
祉
係
長
）
三
木
啓
行
▼
介

護
保
険
課
課
長
補
佐
兼
地
域
支
援

係
長
（
地
域
福
祉
課
課
長
補
佐
兼

地
域
支
援
係
長
）
矢
田
一
郎
▼
介

護
保
険
課
課
長
補
佐
兼
介
護
保
険

係
長
（
介
護
障
害
課
主
査
兼
介
護

保
険
係
長
）
吉
永
正
雄
▼
子
育
て

支
援
課
課
長
補
佐
兼
児
童
母
子
福

祉
係
長
兼
子
ど
も
相
談
室
長
補
佐

（
人
権
課
課
長
補
佐
兼
人
権
啓
発

係
長
）
大
塚
勉
▼
健
康
推
進
課
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
健
康
推
進

課
課
長
補
佐
兼
成
人
保
健
係
長
）

川
村
浩
美
▼
農
業
推
進
課
課
長
補

佐
兼
農
業
振
興
係
長
（
農
業
振
興

課
課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
）

井
上
正
史

課
課
長
補
佐
兼
障
害
福
祉
係
長
）

喜
多
壽
恵
▼
秘
書
企
画
課
課
長
補

佐
兼
企
画
政
策
係
長
（
秘
書
企
画

課
主
査
兼
企
画
政
策
係
長
）
吉
尾

俊
二
▼
税
務
課
課
長
補
佐
兼
資
産

税
係
長
（
美
郷
支
所
地
域
課
課
長

補
佐
兼
総
合
窓
口
係
長
兼
地
域
振

興
係
長
）
住
友
和
芳
▼
税
務
課
課

長
補
佐
兼
徴
収
係
長
（
市
民
生
活

課
課
長
補
佐
兼
住
民
登
録
係
長
）

新
井
重
美
▼
川
島
支
所
地
域
課
課

長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長
（
西
麻

植
会
館
館
長
）
西
條
正
昭
▼
山
川

支
所
地
域
課
課
長
補
佐
（
農
業
委

員
会
事
務
局
局
長
補
佐
）
直
江
秀

人
▼
市
民
生
活
課
課
長
補
佐
兼
住

民
登
録
係
長
（
税
務
課
課
長
補
佐

兼
資
産
税
係
長
）
鎌
田
宏
道
▼
環

境
局
環
境
企
画
課
課
長
補
佐
兼
環

境
企
画
係
長
兼
環
境
セ
ン
タ
ー
所

長
補
佐
（
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
補

佐
〔
調
整
担
当
〕）
麻
植
英
明
▼

環
境
局
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐

（
環
境
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
）
井

上
博
▼
環
境
局
環
境
企
画
課
課
長

補
佐
兼
環
境
衛
生
係
長
（
環
境
衛

生
課
課
長
補
佐
兼
環
境
衛
生
係

長
）
山
田
政
弘
▼
環
境
局
環
境
企

画
課
課
長
補
佐
兼
整
備
係
長
（
防

災
対
策
課
主
査
兼
防
災
対
策
係

長
）
橋
川
寛
司
▼
人
権
課
課
長
補

佐
兼
人
権
啓
発
係
長
（
耕
地
課
課

長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
安
達
弘
▼
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市
職
員
人
事
異
動

課
長
補
佐
級
以
上
　
４
月
１
日
付
（

）
内
旧
任
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▼
農
業
推
進
課
課
長
補
佐
兼
事
業

第
１
係
長
（
環
境
衛
生
課
課
長
補

佐
兼
整
備
係
長
）
石
田
雅
也
▼
農

業
推
進
課
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長

（
水
道
課
課
長
補
佐
兼
業
務
係
長
）

美
馬
和
美
▼
農
業
推
進
課
課
長
補

佐
兼
事
業
第
２
係
長
（
耕
地
課
課

長
補
佐
兼
事
業
第
２
係
長
）
川
村

政
仁
▼
商
工
観
光
課
課
長
補
佐
兼

商
工
観
光
係
長
（
商
工
観
光
課
主

査
兼
商
工
観
光
係
長
）
山
口
昇
▼

都
市
計
画
住
宅
課
課
長
補
佐
兼
住

宅
係
長
（
税
務
課
課
長
補
佐
兼
徴

収
係
長
）
野
口
修
司
▼
監
理
課
課

長
補
佐
兼
管
理
係
長
（
監
理
課
課

長
補
佐
兼
管
理
第
２
係
長
）
福
井

弘
明
▼
監
理
課
課
長
補
佐
兼
契
約

係
長
（
監
理
課
主
査
兼
管
理
第
１

係
長
）
藤
原
弘
文
▼
水
道
課
課
長

補
佐
兼
業
務
係
長
（
都
市
計
画
住

宅
課
課
長
補
佐
兼
住
宅
係
長
）
新

居
博
文
▼
山
川
北
保
育
所
所
長
補

佐
兼
主
任
保
育
士
（
川
島
東
保
育

所
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
）
原

田
賀
代
子
▼
川
島
西
保
育
所
所
長

補
佐
兼
主
任
保
育
士
（
鴨
島
西
保

育
所
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
）

菅
敏
子
▼
川
島
乳
児
保
育
所
所
長

補
佐
兼
主
任
保
育
士
（
川
島
西
保

育
所
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
）

大
岡
順
子
▼
山
川
南
保
育
所
所
長

補
佐
兼
主
任
保
育
士
（
山
川
中
保

育
所
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
）

宮
本
タ
ミ
子
▼
山
川
東
保
育
所
所

長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
（
山
川
南

保
育
所
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育

士
）
川
村
静
子
▼
山
川
中
保
育
所

所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
（
山
川

東
保
育
所
所
長
補
佐
兼
主
任
保
育

士
）
村
井
庸
子
▼
川
島
東
保
育
所

所
長
補
佐
兼
主
任
保
育
士
（
鴨
島

呉
郷
保
育
所
主
任
保
育
士
）
渡
部

千
恵
▼
鴨
島
西
保
育
所
所
長
補
佐

兼
主
任
保
育
士
（
川
島
乳
児
保
育

所
主
任
保
育
士
）
真
鍋
紀
子
▼
鴨

島
中
央
保
育
所
所
長
補
佐
兼
主
任

保
育
士
（
鴨
島
東
保
育
所
主
任
保

育
士
）
佐
藤
良
江

教
育
委
員
会

課
長
級
▼
教
育
総
務
課
長
（
財
政

課
主
幹
兼
財
政
係
長
）
柿
部
美
彦

課
長
補
佐
級
▼
教
育
総
務
課
課

長
補
佐
兼
教
育
総
務
係
長
（
健
康

推
進
課
課
長
補
佐
兼
成
人
保
健
係

長
）
阿
部
直
宏
▼
教
育
総
務
課
課

長
補
佐
兼
教
育
施
設
係
長
（
教
育

総
務
課
主
査
兼
教
育
施
設
係
長
）

住
友
順
▼
学
校
教
育
課
課
長
補
佐

兼
学
校
保
健
係
長
（
国
保
年
金
課

課
長
補
佐
兼
国
民
年
金
係
長
）
竹

内
房
子
▼
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

兼
文
化
振
興
係
長
（
耕
地
課
課
長

補
佐
兼
計
画
係
長
）
住
友
正
明
▼

生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
兼
公
民
館

係
長
（
生
涯
学
習
課
主
査
兼
公
民

館
係
長
）
近
久
謙
二

議
会
事
務
局

部
長
級
▼
議
会
事
務
局
長
（
議

会
事
務
局
長
〔
次
長
〕）
阿
部
勝
一

次
長
級
▼
議
会
事
務
局
次
長〔
庶

務
議
事
課
長
事
務
取
扱
〕（
福
祉

事
務
所
長
〔
健
康
福
祉
部
次
長
〕）

貞
野
治
夫

選
挙
管
理
委
員
会

主
幹
級
▼
書
記
〔
主
幹
〕（
秘
書

企
画
課
課
長
補
佐
兼
統
計
調
査
係

長
兼
情
報
公
開
係
長
）
桑
原
久
男

退
職
（
３
月
３１
日
付
）
▼
河
野
憲

二（
総
括
支
所
長
）▼
細
川
勲（
庶

務
議
事
課
長
）▼
西
信
明（
人
権
課

長
）▼
埜
口
美
代
子（
介
護
障
害
課

長
）
▼
重
本
弥
三
郎
（
こ
だ
ま
会

館
主
幹
）▼
北
村
ま
つ
江（
地
域
福

祉
課
主
幹
）▼
猪
井
幸
子（
介
護
障

害
課
主
幹
）▼
手
束
芳
子（
秘
書
企

画
課
主
幹
）▼
川
原
美
雄（
環
境
セ

ン
タ
ー
係
長
）▼
川
西
澄
子（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
主
任
調
理
員
）
▼

野
木
多
実
栄（
鴨
島
東
保
育
所
主

任
栄
養
士
）▼
大
倉
恭
子（
牛
島
幼

稚
園
主
任
教
諭
）▼
上
野
と
し
子

（
鴨
島
中
央
保
育
所
長
）▼
黄
田
よ

志
み（
鴨
島
呉
郷
保
育
所
長
）▼
槇

野
美
紀
（
山
川
北
保
育
所
所
長
補

佐
）

家
庭
で
工
夫
し
て
み
よ
う

少
し
で
も
ご
み
を
減
ら
す
た
め

に
、
具
体
的
な
ア
イ
デ
ア
を
い
く

つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。
で
き
そ
う

な
も
の
か
ら
実
行
し
て
み
ま
せ
ん

か
。フ

ラ
イ
パ
ン
や
鍋
の
油
汚
れ
に

は
小
麦
粉
が
活
躍
し
ま
す
。

大
さ
じ
１
杯
の
小
麦
粉
を
入

れ
、
お
湯
を
加
え
て
火
に
か
け
ま

す
。
沸
騰
し
た
ら

火
を
止
め
、
さ
ま

し
て
か
ら
ス
ポ
ン

ジ
を
使
っ
て
こ
す

る
と
汚
れ
が
き
れ

い
に
落
ち
ま
す
。

洗
剤
や
キ
ッ
チ
ン

ペ
ー
パ
ー
を
節
約
で
き
ま
す
。

食
品
パ
ッ
ク
な
ど
に
入
っ
て
い

る
乾
燥
剤
を
た
ん
す
や
ク
ロ
ー
ゼ

ッ
ト
に
入
れ
て
お
く
と
、
嫌
な
臭

い
や
か
び
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

廃
食
用
油
は
再
生
処
理
を
す
る

と
、
家
畜
の
飼
料
、
工
業
製
品
、

燃
料
な
ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
各
庁
舎
に
ド
ラ
ム
缶
を

利
用
し
た
回
収
容
器
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※
回
収
で
き
る
の
は
、
家
庭
で
使

用
し
た
食
用
油
に
限
り
ま
す
。
油

か
す
な
ど
は
、
で
き
る
だ
け
取
り

除
い
て
く
だ
さ
い
。

回
収
場
所

●
市
役
所
庁
舎
東
側
集
積
場

●
川
島
庁
舎
西
北
側
駐
輪
場
隅

●
山
川
庁
舎
西
北
側
駐
輪
場
隅

●
美
郷
庁
舎
正
面
入
り
口
左
側
隅

回
収
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

出
し
方

廃
食
用
油
を
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
に
入
れ
、
キ
ャ
ッ
プ
を
し
っ

か
り
締
め
て
、
設
置
し
た
ド
ラ
ム

缶
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ご
と
入
れ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
鴨
島
環
境
セ
ン
タ
ー

蕁
濆
５
６
９
７

余
っ
た
小
麦
粉
で
、
フ
ラ
イ
パ

ン
・
鍋
の
汚
れ
を
と
る

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら

ご
み
減
ら
し

乾
燥
剤
を
た
ん
す
の
中
に

廃
食
用
油
を
リ
サ
イ
ク
ル
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住民基本台帳カード 

○○市 

0000年00月00日まで有効 
昭和00年00月00日　性別 男 
法務　太郎 
○○県○○市○○町○丁目○番地○号　 

 
生年月日 
氏　　名 
住　　所 

連絡先 ○○市市役所市民課　TEL.000-000-0000　 

氏名 法　　務　　一　　郎 

東京都千代田区霞ヶ関1-1-1

昭和00年  0月  0日生 

○○○ 
公安委員会 

平成19年00月00日　00000

免許の 
条件等 

平成00年 00月 00日 
昭和00年 00月 00日 
平成00年 00月 00日 

番 号 

二・小・原 
他 
二種 

平成00年00月00日まで有効 

第　000000000000　 号 
種
　
類 

普
通 

本籍 
住所 

交付 

運
転
免
許
証 

優良 

平成20年5月1日から 
窓口での「本人確認」が法律上のルールになります 

住民票の写し等（戸籍謄本等）の交付請求時、 
転出・転入・転居等の届け出の際に・・・ 

●窓口での請求は 

●郵送での請求は 

1

住民基本台帳法・戸籍法の一部を改正する法律の施行に伴い、 
　何人でも住民票等の交付請求ができるという現在の交付制度を見直し、法

に基づく届け出をする際、本人確認を実施するなど個人情報保護に十分留意

した制度になります。また、戸籍に記載されている重要な身分関係の証明書を

他人に不正取得されることや、他人が虚偽の届け出をすることにより、戸籍に

真実でない記載がされることを防止するために、 

次のようなルールが法律で定められました。 

◆窓口に来られた方には、運転免許証、写
真付き住民基本台帳カードなどの写真
付きの本人確認書類や健康保険証、介
護保険の被保険者証等の提示をして
いただき、本人確認を行います。 

◆代理人や使いの方は、さらに、委任状などの書面により代理である
ことの確認も行います。 

◆本人確認書類の写しを同封し、返送先は現住所となります。 

「本人確認」を 
　　　  行います 
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正当な理由を請求書に書いてください 

うその届け出 
しちゃおっと… 

制裁の強化 

戸籍の届け出をしたいのですが・・・ 2

■戸籍に記載されている方、またはその配偶者、直系の親族（父母・
祖父母・子・孫）については、戸籍証明書を請求する理由を書く
必要はありません。 

■本人または本人と同一の世帯に属する方にかかる住民票等の
請求にあっては、請求理由を明らかにする必要はありません。 

■本人等（※）以外の方については、 
①自分の権利を行使したり、自分の義務を果たしたりするために、
戸籍の内容や住民票の記載事項を確認する必要があること、 

②国や地方公共団体の機関に提出する必要があること、などの正
当な理由を、請求書に詳しく書いていただきます。 

（※）本人等…戸籍に記載されている方、またはその配偶者、直系
の親族（父母・祖父母・子・孫） 

窓口に来られた方に、運転免許証等を
提示していただき、本人確認を行います。 

窓口に来られた方が、縁組等の本人であると確認できなかった場合には、縁
組等の届け出が受理されたことを市町村から本人に書面で通知します。 

自分自身が窓口に来たことが確認できない場合には、縁組等の届け出をしな
いよう、あらかじめ市町村長に申し出することができます。不受理申出および
その取り下げは、市町村の窓口で行ってください。その際も「本人確認」を行
います。 

偽りその他の不正な手段によって
戸籍証明書の交付を受けた者は、 

刑罰（30万円以下の罰金）が 
科されます。 

　養子縁組、協議離縁、婚姻、協議離婚または認知の届け出について、以下の取り扱いが法律上のルールとなります。 

「本人確認」を行います 

「通知」を行います 

「不受理申出」を受け付けます 

問い合わせ　市市民生活課  蕁澤2210
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平成20年度吉野川市税の納期は次のとおりです。 
納期内の納付をお願いします。 

納　　　期 

5月
 

 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

1日～31日 

18日～31日 

17日～30日 

1日～31日 

1日～31日 

1日～30日 

1日～31日 

1日～30日 

1日～25日 

1日～31日 

 

 

 

1期・全期 

2　期 

3　期 

4　期 

5　期 

 

6　期 

 

1期・全期 

 

2　期 

 

 

 

3　期 

全　期  

 

1期・全期 

 

 

2　期 

 

 

3　期 

国民健康保険税 固定資産税 軽自動車税 市・県民税 

市税納期のお知らせ市税納期のお知らせ

１．　納期限が休日その他政令で定める日のときは、その翌日が納期限となります。 
２．　市税の第１期の納期に全期用の納付書と１年分（各期）の納付書をまとめてお送りします。 
◎各期に納税される方は、１年分（各期）の納付書を大切に
保管のうえ、各納期に納めてください。 

◎年税額を一括して納税される方は、（全期用）と記載され
た納付書で第１期の納期に納めてください。 
◎口座振替を利用して納税される方は、ご指定の口座から
納期の末日に振り替えします。 

３．　前納報奨金は、固定資産税、市・県民税が交付対象です。
前納した納付税額の１００分の１に納期前に係る月数を乗じ
て得た額です。（報奨金の額が５００円未満の場合は交付し
ません。また２０万円を超えるときは２０万円となります） 

※国民健康保険税が国保世帯主の年金から天引き（特別徴収）
される方は除きます。 
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　市税を金融機関（ゆうちょ銀行を含む）の預貯金口座から自動的に振替納税することができます。金融機関へ
出かける手間が省けるほか、納付をうっかり忘れてしまうこともありません。 
　口座振替納税をご利用ください。 

　ひとつの税目から口座振替を利用することができ、納付方法も税目ごとに選択することができます。 

税　　　目 

市・県民税（普通徴収） 

固 定 資 産 税  

国 民 健 康 保 険 税  

軽 自 動 車 税  

申 込 窓 口  

申 込 期 限  

 
振 替 日 

口座振替済の 
お 知 ら せ 

全税目の振替完了後、2月に一括してお送りします。 
※平成20年度から変更になりました。 

阿波銀行、四国銀行、徳島銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、 
麻植郡農協、ゆうちょ銀行（郵便局） 

期別納付 ： 各納期月の末日 
全期前納 ： 第1期の納期月の末日 
※納期限が休日、その他政令に定める日のときは、その翌日となります。 

振替開始を希望する納期月の前月20日まで 

 

各 納 期 別  

各 納 期 別  

各 納 期 別  

 

全 期 前 納（ 報 奨 金 あ り ） 

全 期 前 納（ 報 奨 金 あ り ） 

全 期 前 納（ 報 奨 金 な し ） 

（１）口座振替できる市税 

　口座振替後、毎期お送りしていた「口座振替済通知書（領収書）」は、軽自動車税を除き、平成２０年度から１回に
まとめ、２月にお送りするよう変更します。対象となるのは市・県民税、固定資産税、国民健康保険税です。 
　お手数ですが、口座振替の結果は預貯金通帳への記帳によりご確認ください。 
　なお、軽自動車税については従来どおり６月に送付します。 

（3）口座振替済通知書の発送時期変更について 

　口座の預貯金が不足すると振替ができませんので、口座残高にご注意ください。口座振替ができなかった場合、再
振替は行いません。税務課から別途振替不能通知と納付書をお送りしますので、最寄りの金融機関または市役所、
各支所地域課で納付してください。 
  また、転出や死亡、取引金融機関の変更などで、振替の口座が変わったり、なくなったりした場合は、必ずお申し込み
の金融機関で変更・廃止の手続きをしてください。 
  国民健康保険税は、世帯主が国民健康保険に加入されていなくても、納税義務者は世帯主になるので、世帯主の
名前を記入してください。 
　固定資産を複数人で共有されている方について、１項目に全員のお名前と持分を記入してください。個別に記入し
ただけでは振替ができない場合があります。 

（4）口座振替ご利用についての注意事項 

（2）申込方法 

　預貯金通帳と通帳届出印をご持参のうえ、取引されている金融機関の窓口で、口座振替申込書を提出すること
で申し込みができます。 
　申込書は市税収納の取り扱いをしている市内の金融機関、税務課（市役所１階）・各支所地域課（川島・山川・
美郷）の窓口に備えています。 

問い合わせ　市税務課  蕁澤2215

市税は口座振替で納税を！ 

納　　　付　　　方　　　法 

全　　　　期 
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共
に
考
え
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
を
彩
る
小
・
中
学

生
の
絵
画
、
工
作
、
書
写
、
国
際

交
流
の
作
品
な
ど
か
ら
、
ふ
る
さ

と
美
郷
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
力
強
い
成
長
ぶ
り
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
で
１１
年
目
を
迎
え
る
美
郷

中
学
校
の
人
権
音
楽
劇
は
、「
つ

な
が
る
・
深
ま
る
・
広
げ
る
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
こ
れ
か
ら

も
美
郷
地
区
の
人
権
教
育
の
源
と

し
て
、
地
区
の
人
権
啓
発
の
拠
点

と
な
る
よ
う
見
守
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感
想

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
蕁
澤
２
２
２
９

梅
と
ほ
た
る
の
里
、
美
郷
地
区

に
人
権
教
育
推
進
協
議
会
が
発
足

し
て
、
は
や
２
年
が
過
ぎ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
地
域
の
方
々
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
得
て
、
種
野
小
学

校
と
美
郷
中
学
校
の
人
権
教
育
を

推
進
し
、
平
成
１９
年
１１
月
２
日
に

は
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で
「
美

郷
学
校
文
化
祭
」
を
共
催
し
ま
し

た
。文

化
祭
で
は
、
美
郷
中
学
校
の

人
権
音
楽
劇
「
心
の
土
を
た
が
や

そ
う
〜
つ
な
が
る
絆
き
ず
な

本
当
の
仲

間
っ
て
〜
」
の
発
表
や
、
女
性
ヴ

ォ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
「
コ
ク
ー
ン
」

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
催
さ
れ
ま
し

た
。
約
５０
人
の
参
加
者
は
、
イ
ベ

ン
ト
を
通
し
て
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
の
大
切
さ
や
、
心
あ
た
た

ま
る
人
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、

人
権
と
ぴ
っ
く
す

出
会
い
か
ら
生
ま
れ
る

き
ず
な

〜
２
年
間
の
活
動
を

振
り
返
っ
て
〜

―
美
郷
地
区
人
権
教
育

推
進
協
議
会
―

美郷中学校の生徒が、人権音楽劇を通
して、人と人とのつながりの大切さを
訴えました

※
妻
が
会
社
員
な
ど
で
、
夫
が
そ
の
被
扶
養
配
偶
者
の
と
き
は
、「
妻
」
と
「
夫
」
を
読
み
替
え
て
く
だ
さ
い
。

就
職
や
退
職
、
結
婚
な
ど
で
加

入
者
の
種
別
が
変
わ
る
と
き
は
、

１４
日
以
内
に
手
続
き
を
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
届
け
出
を
し
な
い

と
将
来
の
年
金
額
に
影
響
が
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な

手
続
き
は
早
急
に
済
ま
せ
て
く
だ

さ
い
。

●
第
１
号
被
保
険
者
　
自
営
業
、

学
生
な
ど
（
第
２
号
・
第
３
号
被

保
険
者
以
外
の
方
）

●
第
２
号
被
保
険
者
　
会
社
員
な

ど
の
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合

等
の
加
入
者

●
第
３
号
被
保
険
者
　
第
２
号
被

保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
　
　
　

蕁
０
８
８（
６
５
５
）０
９
１
１

市
国
保
年
金
課
　
国
民
年
金
係
　

蕁
澤
２
２
１
３

国
民
年
金
だ
よ
り

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

国
民
年
金
の
種
別

現
在
の 

種
別 

変
更
後 

の
種
別 

第1号 第2号 第3号 未加入 

種
別
の
変
わ
る
事
由 

必
要
な
届
け
出 

届
　
け
　
出
　
先 

事
業
所 

資
格
喪
失
届 

第
２
号 

第
２
号 

第
１
号 

第
３
号 

第
２
号 

第
１
号 

第
１
号 

第
１
号 

第
１
号 

第
３
号 

第
１
号 

第
１
号 

第
３
号 

第
３
号 

就
職
し
て
厚
生
年
金
か
共
済
組
合
に
加
入
し
た 

２０
歳
未
満
で
就
職
し
、厚
生
年
金
か
共
済
組
合
に
加
入
し
た 

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
な
い
人 

夫
が
転
職
し
厚
生
年
金
か
ら
共
済
組
合
ま
た
は
共
済
組
合
か
ら
厚
生
年
金
に
変
わ
っ
た 

会
社
に
就
職
し
て
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た 

夫
が
な
く
な
っ
た 

収
入
が
増
え
被
扶
養
配
偶
者
で
な
く
な
っ
た 

会
社
員
の
夫
と
離
婚
し
た 

夫
が
会
社
を
退
職
し
た 

会
社
を
退
職
し
て
会
社
員
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
っ
た 

会
社
を
退
職
し
て
自
営
業
者
の
妻
に
な
っ
た 

転
職
し
て
自
営
業
に
な
っ
た 

夫
が
就
職
し
て
被
扶
養
配
偶
者
に
な
っ
た 

会
社
員
と
結
婚
し
て
被
扶
養
配
偶
者
に
な
っ
た 

種
別
変
更
届 

種
別
変
更
届 

資
格
取
得
届 

資
格
取
得
届 

資
格
取
得
届 

種
別
変
更
届 

種
別
変
更
届 

種
別
変
更
届 

種
別
変
更
届 

資
格
喪
失
届 

種
別
確
認
届 

資
格
取
得
届 

届
け
出
不
要 

事
業
所 

事
業
所 

事
業
所 

事
業
所 

事
業
所 

届
け
出
不
要 

市
国
保
年
金
課
・
各
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
） 

市
国
保
年
金
課
・
各
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
） 

市
国
保
年
金
課
・
各
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
） 

市
国
保
年
金
課
・
各
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
） 

市
国
保
年
金
課
・
各
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
） 

市
国
保
年
金
課
・
各
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
） 

市
国
保
年
金
課
・
各
支
所
地
域
課

（
川
島
・
山
川
・
美
郷
） 



百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
出
発
し
ま
し

た
。
途
中
の
休
憩
所
で
は
接
待
な

ど
も
あ
り
、
ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
中
、

思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
歩
き
お
弁

当
を
広
げ
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
、

参
加
賞
と
し
て
美
郷
の
特
産
品
が

渡
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
美
郷
の

春
を
満
喫
し
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

２
月
１６
日
、
兵
庫
県
神
戸
市
神

戸
さ
ん
ち
か
で
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
が
開
催
さ
れ
、
阿
波
・
吉
野

川
市
観
光
対
策
協
議
会
の
メ
ン
バ

ー
１９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

阿
波
・
吉
野
川
市
観
光
対
策
協

議
会
は
、
平
成
１８
年
４
月
に
阿
波

市
・
吉
野
川
市
の
商
工
・
観
光
関

係
者
を
中
心
に
発
足
、
観
光
振
興

を
目
的
と
し
た
事
業
の
一
環
と
し

て
、
県
外
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
、
今
回
で
平
成
１９
年
度
は
３
回

３
月
９
日
、
元
木
会
館
で
、
日

本
赤
十
字
社
徳
島
県
支
部
、
徳
島

中
央
広
域
連
合
西
消
防
署
の
指

導
の
も
と
、
会
員
約
１
０
０
人
が

参
加
し
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。訓

練
で
は
、
災
害
用
移
動
炊
飯

器
と
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
（
強
化
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
の
災
害
用
炊
飯
袋
）

を
使
っ
た
炊
き
出
し
や
、
消
火
器

美
郷
梅
の
花
ま
つ
り
（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
開
催
中
の
３
月
２
日
、

美
郷
ふ
れ
あ
い
公
園
を
発
着
点
に

し
た
「
梅
の
花
見
ウ
ォ
ー
ク
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
の
香
り
が
漂

う
花
の
中
を
、
家
族
連
れ
な
ど
８

０
０
人
が
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
３
袰
か
ら
１０
袰
の
４

い
ま
す
。
２
人
と
も
お
元
気
で
、

お
祝
い
に
来
た
親
族
と
楽
し
そ
う

に
会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
１７
人
（
女
性
１５
人
男
性
２

人
）
に
な
り
ま
し
た
。

2008年（平成20年）4月9日

広報よしのがわ17

き 

と 
ご 
で 
き 
ご 

と 
で 美

郷
で
花
見
ウ
ォ
ー
ク

家
族
連
れ
ら
８
０
０
人
が

梅
園
散
策
を
楽
し
む

梅の香りを楽しみながら歩き
ました

神
戸
市
で

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催

目
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
多
く
の
人
が
賑
わ

う
中
、
観
光
Ｐ
Ｒ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

和
菓
子
の
サ
ン
プ
ル
品
、
梅
の
枝
、

洋
ラ
ン
を
配
布
し
、
阿
波
市
、
吉

野
川
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。神戸さんちかで、吉野川市をPR 

３
月
２
日
、
鴨
島
町
飯
尾
の
藤

村
タ
ケ
ノ
さ
ん
、
３
月
１２
日
、
鴨

島
町
麻
植
塚
の
川
原
ヤ
ス
ヱ
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
百
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
、
市
や
県
か
ら
祝
い
状
や
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

藤
村
さ
ん
は
、
現
在
、
松
茂
町

内
の
病
院
に
入
院
し
て
い
ま
す
。

足
が
不
自
由
で
移
動
は
車
い
す
を

使
用
し
て
い
ま
す
。
川
原
さ
ん
は

折
り
紙
で
鶴
を
折
る
こ
と
や
散
歩

を
す
る
こ
と
が
好
き
で
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
行
き
友
達
と
話
を
し

た
り
、
家
族
と
一
緒
に
食
事
を
し

た
り
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

日
の
出
・
宮
島
地
区

自
主
防
災
会
防
災
訓
練

を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

日本赤十字社の方から、災害用移動炊飯
器の使い方についての説明を受ける会員

藤村タケノさん川原ヤスヱさん

サ
ネ
カ
ズ
ラ
は
、
関
東
地
方
以

西
の
暖
地
の
山
地
な
ど
に
自
生
す

る
常
緑
の
つ
る
性
木
本
で
す
。

葉
は
、
だ
円
形
で
先
端
は
と
が

り
、
葉
の
縁
に
は
の
こ
ぎ
り
歯
が

あ
り
ま
す
。

夏
に
は
、
直
径
　
セ
ン
チ
く
ら

い
の
淡
黄
白
色
で
、
つ
り
が
ね
形

の
花
を
つ
け
ま
す
。

秋
に
は
小
さ
な
球
形
の
集
合
果

が
赤
く
熟
し
ま
す
。

赤
く
熟
し
た
果
実
を
採
取
し

て
、
細
か
く
く
ず
し
て
日
干
し
に

し
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
を

生
薬
で
、
南な
ん

五
味
子

ご

み

し

と
い
い
、
滋

養
強
壮
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
新
鮮
な
葉
は
、

揉
ん
で
切
り
傷
に
塗
布
す
る
と
効

き
目
が
あ
り
ま
す
。

（
資
料
提
供
　
眞
鍋
佳
資
）

川
島
薬
草
園

サ
ネ
カ
ズ
ラ

マ
ツ
ブ
サ
科〈表紙写真〉

１.５



平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
、
児

童
扶
養
手
当
の
受
給
を
始
め
て
５

年
を
経
過
し
た
場
合
（
受
給
開
始

時
に
児
童
が
３
歳
未
満
だ
っ
た
場

合
は
、
３
歳
に
な
っ
て
か
ら
５
年

経
過
し
た
と
き
）
に
手
当
の
一
部

が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
、
届

出
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
、
一
部

支
給
停
止
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
就
業
ま
た
は
、
就
職
活
動
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
る

②
身
体
上
ま
た
は
精
神
上
の
障
害

が
あ
る

③
負
傷
ま
た
は
疾
病
で
就
業
す
る

こ
と
が
難
し
い

④
児
童
ま
た
は
親
族
を
介
護
す
る

た
め
、
就
業
す
る
こ
と
が
困
難

※
手
当
の
受
給
開
始
か
ら
５
年
を

経
過
す
る
方
に
は
、
順
次
、
届
出

書
を
事
前
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
ず
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届

出
書
の
提
出
が
な
い
と
手
当
の
半

役
所
２
階
）
備
え
付
け
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
貸
し

手
・
借
り
手
双
方
の
印
鑑
を
押
印

の
上
、
農
業
委
員
会
事
務
局
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
農
業
委
員
会
事
務
局

蕁
澤
２
２
２
７

麻
薬
の
原
料
と
な
る
「
け
し
」

は
、
あ
へ
ん
法
に
よ
り
、
原
則
と

し
て
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
等
の
薬
物
乱

用
は
、
単
に
乱
用
者
自
身
の
問
題

に
と
ど
ま
ら
ず
、
家
庭
の
崩
壊
、

殺
人
、
放
火
等
悲
惨
な
事
件
の
原

因
に
も
な
り
、
社
会
全
体
の
問
題

へ
と
発
展
す
る
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。発

見
し
た
場
合
、
土
地
の
所
有

者
・
管
理
者
の
責
任
に
お
い
て
、

抜
き
取
り
し
て
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

※
「
植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
」

の
見
分
け
方
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
各
支
所
地
域
課
、
吉
野
川
保

健
所
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

吉
野
川
保
健
所

蕁
濆
１
１
１
４

②
身
体
障
害
者
等
の
利
用
の
た
め

に
構
造
が
変
更
さ
れ
た
軽
自
動
車

等
（
車
い
す
移
動
車
等
）

必
要
な
も
の

印
鑑
・
車
検
証
な
ど

問
い
合
わ
せ

市
税
務
課
　
課
税
第
２
係

蕁
澤
２
２
１
５

農
地
の
利
用
権
設
定
の
前
期
分

を
４
月
２５
日
貊
ま
で
受
け
付
け
を

し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
農
地
法
の
許
可

は
不
要
で
、
貸
借
期
間
を
設
定
し
、

期
間
が
満
了
す
る
と
自
動
的
に
解

約
さ
れ
、
離
作
料
等
支
払
う
必
要

が
な
く
安
心
し
て
農
地
を
貸
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

今
回
、
期
間
が
満
了
す
る
貸
し

手
に
は
事
前
に
継
続
用
書
類
を
送

付
し
ま
す
。
借
り
手
と
相
談
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市

月
上
旬
ま
で
】

※
面
積
は
す
べ
て
１
個
所
で
　
ヘ

ク
タ
ー
ル
（
１
反
）
以
上
で
す
。

受
付
期
間

７
月
３１
日
貅
ま
で

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
林
業
振
興
課

蕁
潴
２
１
１
２
蕭
潴
２
１
１
７

阿
波
麻
植
森
林
組
合

蕁
澪
３
９
４
７
蕭
澪
５
５
０
４

川
島
農
林
事
務
所
林
務
課

蕁
濟
３
７
９
２
蕭
濟
３
９
９
６

次
の
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
は
、

申
請
す
る
と
軽
自
動
車
税
が
減
免

さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
に
限
り
ま
す
）

※
平
成
２０
年
度
の
減
免
申
請
は

５
月
２６
日
豺
ま
で
に
税
務
課
（
市

役
所
１
階
）
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
以
降
は
受
け
付
け
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
心
身
な
ど
に
障
害
の
あ
る
方
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
（
１
台
に

限
る
）

必
要
な
も
の

印
鑑
・
免
許
証
・

車
検
証
・
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど

（
本
人
運
転
・
家
族
運
転
に
よ
っ

て
必
要
な
書
類
が
異
な
り
ま
す
）

※
本
人
運
転
の
場
合
は
車
両
が
変

更
に
な
る
と
再
申
請
が
必
要
で

す
。
ま
た
家
族
運
転
の
場
合
は
毎

年
申
請
が
必
要
で
す
。

額
し
か
支
給
さ
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
子
育
て
支
援
課
　
母
子
福
祉
係

蕁
澪
６
６
１
４

平
成
２０
年
度
森
林
整
備
事
業

（
森
林
の
整
備
に
対
す
る
補
助
事

業
）
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の

で
、
施
業
を
希
望
す
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
※
【

】
内

は
施
工
期
間
）

下
刈
り

５
年
生
ま
で
【
平
成
２０

年
８
月
下
旬
ま
で
】

除
間
伐

１１
年
生
〜
３５
年
生
【
平

成
２１
年
３
月
上
旬
ま
で
】

搬
出
間
伐

２６
年
生
〜
６０
年
生

【
平
成
２１
年
３
月
上
旬
ま
で
】

搬
出
間
伐
を
行
う
た
め
の
作
業
道

幅
員
２
メ
ー
ト
ル
【
平
成
２１
年
３
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お
知
ら
せ

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に

関
す
る
お
知
ら
せ

森
林
整
備
事
業
の
申
し
込
み

０.１

軽
自
動
車
税
の
減
免

安
心
で
す
！

農
地
の
利
用
権
（
貸
し
借

り
）
設
定
申
し
出
を
受
け

付
け
中
！

「
植
え
て
は
い
け
な
い
け

し
」
を
見
つ
け
た
ら
除
去

し
ま
し
ょ
う

と
き

５
月
１１
日
豸
午
前
９
時
集
合
（
小
雨
決
行
）

と
こ
ろ

美
郷
物
産
館
　

参
加
費

２
０
０
０
円
（
保
険
、
製
茶
代
含
む
）

募
集
人
員

１５
人

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

美
郷
物
産
館
蕁
濟
７
８
８
８

高
開
の
石
積
で
茶
摘
み
し
て
み
ま
せ
ん
か



災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
重
度

の
障
害
者
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
が
、
地
域
の
中
で
速
や

か
な
救
出
救
護
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
平
成
１８
年
９
月
か
ら
災
害
時

要
援
護
者
支
援
台
帳
の
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
平
成
２０
年
２

月
末
現
在
、
登
録
者
数
は
２
８
３

人
で
す
。

こ
の
台
帳
は
、
日
ご
ろ
か
ら
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
所
在
や

要
援
護
者
の
状
態
な
ど
を
地
域
で

把
握
し
て
お
き
、
自
分
で
避
難
な

ど
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
を

見
逃
さ
な
い
と
い
う
こ
と
が
最
も

大
き
な
目
的
で
す
。
登
録
対
象
者

で
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方

は
登
録
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
情
報
を
扱
い
ま
す
の
で
、
地

域
支
援
者
や
家
族
の
同
意
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
要
援
護
者
支
援
台
帳
登
録
の

対
象
者

問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド

蕁
濆
８
６
６
０

平
成
１９
年
度
分
の
確
定
保
険
料

と
、
平
成
２０
年
度
分
の
概
算
保
険

料
の
申
告
・
納
付
手
続
き
を
、

「
労
働
保
険
確
定
・
概
算
保
険
料

申
告
書
」
に
よ
り
５
月
２０
日
貂
ま

で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
労
働
局
　
労
働
保
険
徴
収
室

蕁
０
８
８（
６
５
２
）９
１
４
３

期
日
内
に
や
む
を
え
な
い
理
由

に
よ
り
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
商
工
観
光
課

（
市
役
所
２
階
）
ま
た
は
県
計
量

検
定
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
県
計
量
検
定
所

蕁
０
８
８（
６
２
５
）７
７
６
９

市
商
工
観
光
課

蕁
澤
２
２
２
６

集
合
場
所

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
時
間

５
月
１
日
貅
午
前
６

時
〜
７
時
３０
分

集
合
場
所

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
時
間

５
月
１
日
貅
午
前
７

時
〜
８
時

作
業
内
容

除
草
作
業
、
清
掃
作

業
、
ア
ド
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

作
業
道
具
は
、
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

取
引
ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て

い
る
計
量
器
（
は
か
り
）
は
、
２

年
に
１
回
、
県
の
定
期
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の

検
査
を
受
け
な
い
で
、
取
引
ま
た

は
証
明
の
計
量
に
「
は
か
り
」
を

使
用
す
る
と
計
量
法
違
反
と
し
て

処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
計
量
器
を
ご
使
用
の
方

は
、
次
の
日
程
表
の
と
お
り
定
期

検
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
程

●
５
月
８
日
貅
午
前
１１
時
〜
午
後

３
時
／
美
郷
庁
舎

●
５
月
９
日
貊
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
／
山
川
庁
舎

●
５
月
１２
日
豺
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
／
川
島
庁
舎

●
５
月
１３
日
貂
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
／
市
役
所

●
５
月
１４
日
貉
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
／
市
役
所

定
期
検
査
に
は
、
手
数
料
が
必

要
で
す
。

定
期
検
査
に
代
わ
る
計
量
士
に

よ
る
検
査
を
受
け
て
い
る
特
定
計

量
器
は
、
定
期
検
査
を
免
除
さ
れ

ま
す
。

①
介
護
保
険
で
要
介
護
３
以
上
の

在
宅
で
生
活
す
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び

２
級
の
在
宅
で
生
活
す
る
人

③
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
在
宅
で
生

活
す
る
人

④
精
神
障
害
者
福
祉
手
帳
１
級
お

よ
び
２
級
の
在
宅
で
生
活
す
る
人

⑤
難
病
患
者
等
で
在
宅
で
生
活
す

る
人

⑥
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま

た
は
家
族
全
員
が
高
齢
者
・
障
害

者
の
世
帯

⑦
そ
の
他
災
害
時
に
家
族
等
の
支

援
が
得
ら
れ
ず
、
地
域
の
人
た
ち

の
助
け
が
必
要
な
人
（
妊
産
婦
・

乳
幼
児
・
外
国
人
・
認
知
症
高
齢

者
な
ど
）

◆
申
請
の
方
法
・
提
出
場
所

申
請
書
は
福
祉
総
務
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）、
支
所
地
域
課
（
鴨

島
・
山
川
・
美
郷
）
お
よ
び
社
会

福
祉
協
議
会
の
窓
口
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
で
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
は
、
随
時
受
け
付
け
し
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
福
祉
総
務
課
　
福
祉
総
務
係

蕁
澪
２
１
１
１
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吉
野
川
市
災
害
時
要
援
護
者

支
援
台
帳
登
録
申
請

特
定
計
量
器（
は
か
り
）の

定
期
検
査

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

お
知
ら
せ

江
川
湧
水
源
周
辺
、
吉
野
川
堤
防

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

労
働
保
険
の
年
度
更
新
の

お
知
ら
せ

と
き

４
月
３０
日
貉
ま
で
午
前
１０
時
集
合
（
期
間
中
毎
日
受
け
付
け
）

と
こ
ろ

美
郷
物
産
館

定
員

２０
人
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

参
加
費

１
０
０
０
円
（
保
険
料
含
む
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

美
郷
物
産
館
蕁
濟
７
８
８
８

春
だ
！
　
美
郷
だ
！
　
山
菜
だ
！

山
菜
名
人
に
教
わ
る
ワ
ラ
ビ
採
り



９
月
下
旬
に
金
婚
（
５０
周

年
）
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
６０
周

年
）
の
記
念
式
典
を
実
施
し
ま
す
。

吉
野
川
市
民
で
該
当
さ
れ
る
方
は

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
該
当
基
準
】

☆
金
婚
（
５０
周
年
）
該
当
者

昭
和
３３
年
９
月
１
日
ま
で
に
入

籍
さ
れ
た
ご
夫
婦

☆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
（
６０
周
年
）

該
当
者

昭
和
２３
年
９
月
１
日
ま
で
に
入

籍
さ
れ
た
ご
夫
婦

※
申
し
込
み
の

際
に
は
印
鑑
を

ご
持
参
く
だ
さ

い
。

※
該
当
者
で
、

本
籍
地
が
吉
野

川
市
以
外
の
方
は
、
申
込
書
と
い

っ
し
ょ
に
戸
籍
謄
本
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
式
典
時
に
ご
健
在
な
ご
夫
婦
の

み
該
当
と
な
り
ま
す
。

※
９
月
２
日
以
降
に
金
婚
・
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
に
該
当
さ
れ
る
方

は
、
平
成
２１
年
度
以
降
の
記
念
式

募
集
期
間

４
月
９
日
貉
〜
４
月

３０
日
貉

申
込
方
法

介
護
保
険
課

地
域
支
援
係
（
川

島
庁
舎
１
階
）
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

準
備
物

筆
記
用
具
（
体
操
実
施

時
は
バ
ス
タ
オ
ル
、
動
き
や
す
い

服
装
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
介
護
保
険
課

蕁
澪
６
６
２
７

市
内
在
住
で
介
護
予
防
に
関
心

が
あ
り
、
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
地
域
の
介
護
予
防
活
動
を

推
進
す
る
意
志
を
お
持
ち
の
方
な

ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

高
齢
者
に
必
要
な
運
動
・
栄

養
・
口
腔
こ
う
く
う

機
能
な
ど
介
護
予
防
に

関
す
る
知
識
や
技
術
を
深
め
、
受

講
後
に
地
域
で
介
護
予
防
サ
ポ
ー

タ
ー
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
修
了
者

に
は
認
定
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
昨
年
の
講
座
を
す
べ
て
受
講
で

き
な
か
っ
た
方
は
、
受
講
で
き
て

い
な
い
講
義
を
今
回
受
講
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
。

募
集
人
員

３０
人
（
先
着
順
）

実
施
場
所

鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
・
鴨
島
公
民
館
視
聴
覚
室

参
加
費

無
料

※
申
込
書
は
環
境
企
画
課
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
環
境
企
画
課

蕁
澤
２
２
３
０

〜
あ
な
た
の
元
気
を
地
域
に
生
か

し
て
活
躍
し
ま
せ
ん
か
〜

地
域
で
自
主
的
に
介
護
予
防
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
り
、
介
護
予

防
教
室
等
の
事
業
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
身
近
な
高
齢
者
の

介
護
予
防
へ
の
協
力
、
地
域
の
介

護
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の
講
座
を
修
了
し
た
方
々

も
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。
平
成
２０
年
度
は
基
礎

編
を
修
了
さ
れ
た
方
を
対
象
に
中

級
編
の
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

で
お
祝
い
し
ま
す
。

申
込
締
切

７
月
３１
日
貅

申
込
方
法

福
祉
総
務
課
（
川
島

庁
舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課

（
鴨
島
・
山
川
・
美
郷
）
へ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

市
福
祉
総
務
課
　
高
齢
福
祉
係

蕁
澪
２
１
１
１

今
回
は
、
鴨
島
新
墓
地
（
鴨
島

町
喜
来
）
東
側
１
列
に
新
し
く
区

画
を
整
備
し
ま
し
た
。
使
用
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
環
境
企
画
課

（
市
役
所
２
階
）
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
申
込
期
間

４
月
１０
日
貅
か
ら

５
月
９
日
貊

②
使
用
料

１
区
画
約
　
裃
で
３０

万
円

③
募
集
区
画
数

２７
区
画
（
平
均

１
区
画
面
積
　
裃
）

④
区
画
抽
選
会

５
月
中
旬
予
定

（
場
所
決
め
は
抽
選
で
行
い
ま
す
。

ま
た
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
も
、

抽
選
で
使
用
者
を
決
め
ま
す
）

⑤
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま

た
は
市
内
に
本
籍
を
有
す
る
方
で
、

現
在
市
営
墓
地
を
使
用
し
て
い
な

い
方

2008年（平成20年）4月9日
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募
集

金
婚
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の

該
当
者
募
集
！

鴨
島
新
墓
地
の
使
用
者
募
集

３.０

３.０

平成19年度の講座風景（阿波踊り
体操をやってみよう）

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー（
基
礎

編
）育
成
講
座
受
講
生
募
集

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
っ
て

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

ど
う
い
う
人
が
受
講
で
き
る
の
？

実　施　日　時 

5月8日貅 
午後1時30分～4時 

5月29日貅 
午後1時～4時30分 

5月14日貉 
午後1時30分～4時 

講　　座　　内　　容 
・開講式 
・なぜ、地域で介護予防が必要か 
・高齢者のこころとからだの特徴 
・介護予防体操をやってみよう 

・食べる楽しみ、こんな食事を取っていますか 
・吉野川市介護予防事業について 
・口腔（こうくう）ケアについて 
・地域における介護予防サポーターの役割 
・閉講式 

・認知症を学び地域で認知症の高齢者を支えよう 
・阿波踊り体操をやってみよう 



５
年
に
１
度
行
わ
れ
る
住
宅
土

地
統
計
調
査
が
、
平
成
２０
年
１０
月

１
日
に
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。本

市
で
は
、
１
６
５
調
査
区
（
２

８
０
０
世
帯
）
が
調
査
対
象
と
な

り
６０
人
以
上
の
調
査
員
が
必
要
と

な
る
た
め
、
統
計
調
査
員
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

○
市
内
に
居
住
し
２０
歳
以
上
で
調

査
活
動
が
で
き
る
方

○
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
関
係
の

な
い
方

○
調
査
で
知
り
得
た
秘
密
を
守
れ

る
方

任
命
期
間

８
月
下
旬
〜
１０
月
下

旬仕
事
内
容

①
事
務
説
明
会
へ
の
出
席

↓

②
担
当
調
査
区
（
調
査
世
帯
）
確
認

↓

③
調
査
票
の
配
布
と
回
収

↓

④
調
査
票
の
点
検
と
提
出

報
酬調

査
活
動
の
対
価
と
し
て
、
報

蕁
０
８
８（
６
５
４
）７
４
１
８

と
き

５
月
２５
日
豸
午
前
８
時

（
開
場
・
受
け
付
け
）

と
こ
ろ

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空

基
地
内
（
板
野
郡
松
茂
町
住
吉
字

住
吉
開
拓
３８
）

コ
ー
ス

１０
袰
、
５
袰
（
参
加
者

全
員
に
記
念
品
、
完
走
者
全
員
に

完
走
証
）

参
加
費

１
５
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

申
し
込
み

参
加
申
込
書
と
誓
約

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
参

加
費
（
郵
便
少
額
為
替
）
と
一
緒

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
参
加
申

込
書
と
誓
約
書
は
、
徳
島
教
育
航

空
群
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

申
込
締
切

４
月
２５
日
貊
必
着

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
１
│
０
２
９
２

板
野
郡
松

茂
町
住
吉
字
住
吉
開
拓
３８

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
群
司
令
部

広
報
室
内
「
ラ
ン
ウ
ェ
イ
・
マ
ラ

ソ
ン
」
係

蕁
０
８
８（
６
９
９
）５
１
１
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.m
o
d
.g
o
.jp
/m
sd
f

/to
ku
sim
a/

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は

自
己
負
担
）

講
習
期
間

５
月
１３
日
貂
〜
６
月

２５
日
貉
の
毎
週
火
・
水
１４
日
間

講
習
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４

時受
講
場
所

２
階
２
０
３
会
議
室

申
込
締
切
日

５
月
７
日
貉

講
習
科
目

ワ
ー
ド
・
ワ
ー
ド
検
定

講
習
期
間

▼
ワ
ー
ド
　
５
月
２８
日
貉
〜
６
月

５
日
貅
の
間
の
６
日
間

▼
ワ
ー
ド
検
定
　
６
月
６
日
貊
〜

１８
日
貉
の
間
の
６
日
間

講
習
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後
４

時受
講
場
所

２
階
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

申
込
締
切
日

５
月
２０
日
貂

講
習
期
間

６
月
８
日
豸
〜
９
月

２８
日
豸
（
演
習
７
日
間
・
実
習
４

日
間
）

講
習
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５

時受
講
場
所

県
介
護
実
習
・
普
及

セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
日

５
月
２０
日
貂

問
い
合
わ
せ

（
財
）
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合

会

月
日
、
職
業
を
、
縦
書
き
、
毛
筆

自
筆
で
書
く
こ
と
。

・
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
に
て
自
書
で
き
な
い
場
合

は
、
代
筆
、
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
て
印
字
し
、
理
由
を

別
紙
に
書
い
て
添
え
て
く
だ
さ

い
。
視
覚
障
害
の
方
は
点
字
の
使

用
が
で
き
ま
す
。

期
間

９
月
３０
日
貂
ま
で
（
当
日

消
印
有
効
）

あ
て
先

〒
１
０
０
│
８
１
１
１

宮
内
庁

※
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

宮
内
庁
式
部
職
あ

て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
は
っ
た

封
筒
を
添
え
て
、
９
月
２０
日
貍
ま

で
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.ku
n
a
ic
h
o
.g
o
.jp

/12/d
12-08.h

tm
l

対
象

母
子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡

婦
な
ど

開
催
場
所

徳
島
県
立
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー

定
員

２０
人

酬
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
報
酬
額
は

調
査
件
数
な
ど
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

申
込
方
法

秘
書
企
画
課
（
市
役
所
３
階
）

に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後

日
、
調
査
員
登
録
申
請
書
を
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
５
月
９
日
貊
ま
で
に
秘

書
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
調
査
区
に
多
数
申
し

込
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
│
８
６
１
１

吉
野
川
市

鴨
島
町
鴨
島
１
１
５
│
１

吉
野
川
市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

お
題

「
生
」

詠
進
歌
の
詠
進
要
領

・
自
作
の
短
歌
で
一
人
一
首
、
未

発
表
の
も
の
に
限
る
。

・
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
つ
き
）、
生
年
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住
宅
土
地
統
計
調
査
の

調
査
員
募
集

平
成
２１
年
歌
会
始
の
お
題

お
よ
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

平
成
２０
年
度
就
業
支
援
講
習

調
理
師
講
習

パ
ソ
コ
ン
講
習

訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

海
上
自
衛
隊
徳
島
航
空
基
地

ラ
ン
ウ
ェ
イ
・
マ
ラ
ソ
ン

犬のふんは持ち帰りましょう。飼い主としてのマナーを守りましょう。



吉
野
川
市
で
は
、
市
民
本
位
の

市
政
運
営
を
行
う
た
め
、
市
の
あ

り
方
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

考
え
、
行
政
と
市
民
が
率
直
に
話

し
合
え
る
場
と
し
て
市
政
懇
談
会

を
順
次
開
催
し
て
い
き
ま
す
。
多

数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
秘
書
企
画
課

蕁
澤
２
２
２
１

会
以
外
の
行
事
は
１
０
０
円
）

協
力
者

文
化
協
会
所
属
の
各
分

野
で
活
躍
し
て
い
る
先
生
方
も
協

力
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー蕁

澤
０
０
１
５

募
集
人
数

１
人

年
齢

不
問

雇
用
期
間

平
成
２１
年
３
月
３１
日

ま
で

休
日

週
休
２
日
（
火
曜
日
と
他

１
日
）

給
与

基
本
給
１６
万
８
０
０
０
円

※
パ
ソ
コ
ン
、
音
響
、
機
器
に
詳

し
い
人
。
力
仕
事
も
あ
り
ま
す
。

応
募
さ
れ
る
方
は
履
歴
書
を
郵

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
に
来
て
い
た
だ
く
場
合
に

は
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
い
た
し
ま

す
。
面
接
日
は
４
月
２５
日
貊
の
予

定
で
す
。

【
川
島
】

と
き

４
月
９
日
貉
、
５
月
１４
日

貉午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

こ
だ
ま
会
館

問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

蕁
濆
２
１
６
６

と
き

〈
定
例
会
〉

毎
月
第
３
土
曜
日

午
前
１０
時
〜
正
午

〈
こ
う
さ
ぎ
祭
り
〉

年
間
４
回

程
度

活
動
内
容

●
伝
統
文
化
の
伝
承
（
昔
の
遊

び
・
わ
ら
べ
歌
・
行
事
）

●
世
代
を
越
え
た
交
流
（
こ
ど

も
・
保
護
者
・
地
域
の
人
・
高
齢

者
）

●
読
み
聞
か
せ
（
絵
本
・
童
話
・

紙
芝
居
）

対
象

年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
幼
稚
園
以
下
の
幼
児
に
は

保
護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で

す
。

と
こ
ろ

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル

参
加
費

無
料
（
た
だ
し
、
定
例

※
入
場
整
理
券
は
、
総
務
課
（
市

役
所
３
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。問

い
合
わ
せ

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育
航
空
群
広

報
室

蕁
０
８
８（
６
９
９
）５
１
１
１

対
象
者

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き

４
月
２１
日
豺
、
５
月
１９
日

豺午
前
９
時
３０
分
〜
１１
時
３０
分

と
こ
ろ

八
坂
会
館

出
演
者

ギ
タ
ー
ト
リ
オ
『
ザ
・

メ
タ
ボ
ラ
ー
ズ
』（
川
竹
道
夫
ほ

か
）「
フ
ラ
メ
ン
コ
、
ボ
サ
ノ
バ
、

古
賀
メ
ロ
デ
ィ
ー
な
ど
」

と
き

４
月
２７
日
豸
午
後
１
時

と
こ
ろ

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ

ー
ム
あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

○
子
育
て
支
援
コ
ー
ナ
ー
を
開
設

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗

に
鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ

ュ
ア
の
画
家
・
写
真
家
等
の
作
品

を
展
示
し
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/ka
m
o

jim
a
/m
a
c
h
ic
o
n
/

連
絡
先

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員

会

蕁
濆
３
７
２
５（
鎌
田
）

と
き

５
月
２３
日
貊

開
場
５
時
３０
分

開
演
６
時
３０
分

と
こ
ろ

鳴
門
市
文
化
会
館

入
場
料

無
料
（
入
場
整
理
券
が

必
要
）
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催
し

市
政
懇
談
会
の
開
催

第
１
０
４
回
ま
ち
か
ど

コ
ン
サ
ー
ト

海
上
自
衛
隊
徳
島

教
育
航
空
群
音
楽
祭

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

ま
ち
か
ど
美
術
館

相
談

巡
回
職
業
相
談

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

★
こ
う
さ
ぎ

子
ど
も
の
城

鴨
島
公
民
館
ス
タ
ッ
フ
募
集

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

市 政 懇 談 会 日 程 
開催時間 

午後7時～ 

午後7時～ 

午後7時～ 

午後7時～ 

午後7時～ 

午後1時～ 

午後3時30分～ 

開催日 

4月11日貊 

4月15日貂 

4月22日貂 

4月25日貊 

5月13日貂 

5月17日貍 

5月17日貍 

地　　区 

西麻植・飯尾敷地地区 

鴨島・知恵島地区 

川島地区 

学島地区 

山瀬地区 

川田地区 

美郷地区 

会　場 

西麻植公民館（ホール） 

文化研修センター 

川島庁舎2階大会議室 

川島老人福祉センター 

山瀬小学校特別活動室 

山川公民館（2F和室） 

ふるさとセンター（大会議室） 



と
き

５
月
３０
日
貊

午
後
６
時
開
場

午
後
６
時
３０
分
〜
８
時

と
こ
ろ

３
階
ホ
ー
ル

出
演

コ
メ
デ
ィ
№
１
、
海
原
は

る
か
・
か
な
た
　
ほ
か

申
込
方
法

往
復
は
が
き
の
往
信

用
裏
面
に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③

名
前
④
電
話
番
号
、
返
信
用
表
面

に
①
郵
便
番
号
②
住
所
③
氏
名
を

記
入
し
て
、『
〒
７
７
０
│
８
５
４
４

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
「
上
方
演
芸

会
」
入
場
係
』
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
締
切

５
月
９
日
貊
必
着

※
は
が
き
１
枚
で
２
人
分
の
申
し

込
み
に
な
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
、
当
選
し
た
方
に
は
入
場

整
理
券
、
落
選
し
た
方
に
は
落
選

通
知
を
送
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局

蕁
０
８
８（
６
２
６
）５
９
９
６

申
込
期
間

５
月
１８
日
豸
〜
２４
日

貍申
込
場
所

鴨
島
公
民
館
１
階
ロ

ビ
ー

※
申
込
用
紙
は
、
鴨
島
公
民
館
、

鴨
島
町
内
の
公
民
館
・
銀
行
・
郵

便
局
、
市
役
所
、
ひ
ま
わ
り
農
産

市
、
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン
タ
ー
、
マ
ル

ナ
カ
、
キ
ョ
ー
エ
イ
、
チ
ャ
ー
リ

ー
、
麻
植
協
同
病
院
、
鴨
島
病
院

に
、
４
月
２１
日
豺
か
ら
備
え
付
け

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

〒
７
７
６
│
０
０
１
１

吉
野
川
市

鴨
島
町
鴨
島
甲
１
番
地

鴨
島
公
民
館

蕁
濆
５
１
１
１
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ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
上
方
演
芸
会
」

公
開
録
音

問い合わせ　健康推進課  保健係  蕁澪6615

平成20年度  麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種について 平成20年度  麻しん風しん混合（ＭＲ）予防接種について 

　平成19年に10代および20代の年齢層を中心として、麻しん（はしか）が流行しました。 

その主な原因は、 

①当該年齢層の方が幼児期の麻しん予防接種を１回も受けていなかったから 

②１回は受けたものの免疫が獲得できなかった方が一定程度いたから 

だと考えられています。 

　今後、麻しんの流行を二度と起こさないようにするためには、予防接種を行うことが大切になり

ます。 

　平成20年度より5年間、定期予防接種として次のとおり対象者が追加されました。対象者の方

には個人通知をお送りしますので、体調の良いときになるべく早く接種を受けるようお願いします。 

 

1. 対 象 者　蠱期 ： 中学校1年生相当 

蠶期 ： 高等学校3年生相当 

2. 接種期間　平成20年4月1日～平成21年3月31日 

3. 実施医療機関　吉野川市内の指定医療機関 

および徳島県予防接種広域化登録医療機関 

 

　なお、乳幼児の予防接種については昨年どおり通年実施いたします。対象

の方には個人通知をお送りしますので、母子手帳で間隔等を確認のうえ、接種

を受けてください。 

平
成
２０
年
度
鴨
島
公
民
館

生
涯
学
習
教
室
・
講
座

受
講
生
募
集
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空き家バンクのお知らせ 
　吉野川市内の空き家の有効活用をとおして、定住促進や都市住民との交流拡大によ

る地域の活性化を図るため、空き家情報提供事業「空き家バンク」を始めました。 

　この事業は、空き家を所有する方で、売却や賃貸の希望がある方に空き家バンクに

登録していただき、市のホームページに掲載して、空き家を購入したい方や借りたい方に

情報を提供するものです。 

１　市は所有者・利用希望者に対して情報提供のみ行います。交渉や契約等のあっせんや仲介は行いません。
また、交渉や契約等に関するトラブルについても市は関与しませんので、当事者間で解決をお願いします。 
２　空き家の購入や賃借を希望できるのは、吉野川市外に居住している方で、自身が吉野川市に定住または滞在
する目的に限ります。 
３　空き家の購入や賃借に際して、農地法等の法令に基づく制限を受ける場合や各種手続きが必要な場合があ
りますが、当事者において対応をお願いします。 

　吉野川市内に空き家をお持ちの方は、ぜひ空き家バンクへ登録くださいますよう

お願いします。 

○手続きの主な流れ 

○注意事項 

問い合わせ　市秘書企画課  蕁澤2221

所有者の個人情報（氏名や連絡先等）を除き、空き家の
情報を市のホームページに掲載します。 
ホームページ  http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

ホームページに掲載された空き家を購入または賃借した
い方（利用希望者）は、空き家利用希望申込書と誓約書
に必要事項を記入していただき、秘書企画課へお申し
込みください。 

所有者に対して利用希望者の情報を、利用希望者に
対して所有者の情報をそれぞれ提供しますので、当事
者間で連絡を取り合い、交渉や契約をお願いします。 

担当職員が空き家にお伺いし、所有者立ち会いのもと写
真撮影（外観・屋内）や現地調査を行います。所有者の
立ち会いが難しい場合は、屋内の写真をご提供ください。 

売却や賃貸を希望される空き家の所有者は、空き家情
報登録申込書と誓約書に必要事項を記入していただき、
秘書企画課（市役所３階）へお申し込みください。 

 
① 

 
② 

 
③ 

 
④ 

 
⑤ 

所
有
者 

利
用
希
望
者 

インターネット 
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4月・5月の介護予防教室（65歳以上の方対象） 

●問い合わせ　市介護保険課　蕁澪6627 

　平成19年度まで40歳以上の方を対象とした基本健康診査は、吉野川市が行っていましたが、 

平成20年度から… 

①40歳以上～74歳以下の方は 
加入している医療保険者が実施す
る特定健康診査を受診します。 
※各医療保険者･･･国保組合、政
府管掌保険、健康保険組合、共済
組合など。 
問い合わせ   市国民健康保険に加入の方･･･市国保年金課  蕁澤2213 

その他医療保険に加入している方は、各医療保険者にお問い合わせください。 

②75歳以上の方は 
徳島県後期高齢者医療広域連合が実施する健康診査を受診します。 
問い合わせ   徳島県後期高齢者医療広域連合  蕁088（677）3666 

③がん検診については、今までどおり吉野川市が実施します。 
問い合わせ   市健康推進課  蕁澪6615

40歳以上の方へ！  4月1日から健康診査の制度が変わりました 

市国民健康保険に加入している その他の医療保険に加入している 

４
　
　
　
　 

　
月 

日 

9 

14 

 

15 

16 

17 

22 

 

23 

24 

25 

 

28

曜日 

水 

月 

 

火 

水 

木 

火 

 

水 

木 

金 

 

月 

場　　　所 

川島公民館近久分館 

森藤集会所 

立石公会堂 

城戸下浦高開集落センター 

中古井広域集落センター 

こだま会館 

三山老人憩の家 

喜来老人憩の家 

千田公会堂 

東児島老人憩の家 

鍛冶屋敷公会堂 

上谷集落センター 

南部老人憩の家 

知恵島老人憩の家 

時　間 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～11：00 

10：00～11：00 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

13：30～14：30

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

地区 

川 島  

鴨 島  

川 島  

美 郷  

美 郷  

川 島  

美 郷  

鴨 島  

鴨 島  

川 島  

川 島  

美 郷  

鴨 島  

鴨 島  

内　　　容 

 

介 護 予 防 体 操  

介 護 予 防 体 操  

介 護 予 防 体 操  

 

 

口 腔（ こうくう）ケア  

栄 養 改 善 講 座  

 

介 護 予 防 体 操  

介 護 予 防 体 操  

口 腔 ケ ア  

口 腔 ケ ア 

５
　
　
　
　 

　
月 

日 

1 

 

2 

7 

8 

9 

12 

 

13 

 

14 

15 

16

曜日 

木 

 

金 

水 

木 

金 

月 

 

火 

 

水 

木 

金 

場　　　所 

川島公民館久保田分館 

川島公民館二ツ森分館 

忌部農業構造改善センター 

中部農業構造改善センター 

西麻植地区公民館 

三ツ島西公会堂 

森藤集会所 

山川公民館 

川島公民館学西分館 

牛島集会所 

川島公民館近久分館 

こだま会館 

東部集落センター 

時　間 

9：00～10：00 

9：00～10：00 

9：00～11：00 

9：30～11：00 

9：00～10：00 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

13：30～15：00 

9：00～10：00 

13：30～14：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30 

9：30～10：30

地区 

川 島  

川 島  

山 川  

山 川  

鴨 島  

川 島  

鴨 島  

山 川  

川 島  

鴨 島  

川 島  

川 島  

美 郷  

健

康

チ

ェ

ッ

ク
 

内　　　容 

介 護 予 防 体 操  

 

栄 養 改 善 講 座  

 

 

介 護 予 防 体 操  

栄 養 改 善 講 座  

口 腔 ケ ア  

口 腔 ケ ア  

介 護 予 防 体 操  

認知症サポーター講座  

栄 養 改 善 講 座  

介 護 予 防 体 操  

メタボ
リック

 

シンド
ローム

に 

注目！ 

扶養に入っている
私は、夫の勤務
先の医療保険者
が実施する健診
を受診 

各医療保険者
（※）が実施する
健診を受診 

吉野川市が実施
する健診を受診 
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☆
話
題
の
新
刊
☆

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
振
替
休
日
（
５

月
６
日
貂
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
４
月
３０
日
貉
、
５
月
３０
日
貊
）

◆
お
は
な
し
会

４
月
１２
日
貍
、
５
月
１０
日
貍
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
約
３０
分
間
）

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
４
月
、５
月
の
休
室
日

木
曜
日

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

h
ttp
://lib

ra
ry
.c
ity
.y
o
s
h
i

n
o
g
a
w
a
.lg
.jp
/ilisw

in
g
/w
e
/

o
p
ac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
４
月
１１
日
貊
・
１８

日
貊
・
２５
日
貊
、
５
月
２
日
貊
・

９
日
貊

『
５
年
３
組
リ
ョ
ウ
タ
組
』

石
田
衣
良
著

『
給
料
は
こ
う
し
て
増
や
し
な
さ

い
！
』

萩
原
博
子
著

『
死
都
ゴ
モ
ラ
』

ロ
ベ
ル
ト
・
サ
ヴ
ィ
ア
ー
ノ
著

『「
箱
根
駅
伝
」
不
可
能
に
挑
ん

だ
男
た
ち
』

原
島
由
美
子
著

『
は
じ
め
て
の
小
説
』内

田
康
夫
著

『
負
の
紋
章
』

ヒ
キ
タ
ク
ニ
オ
著

『
白
球
と
宿
命
』

矢
崎
良
一
著

『
凛
と
し
た
「
女
性
の
基
礎
力
」』

坂
東
眞
理
子
著

『
新
世
界
よ
り
　
上
・
下
』

貴
志
祐
介
著

◆
児
童
書
・
絵
本

『
は
た
ら
く
の
り
も
の
』

い
の
う
え
こ
ー
い
ち
著

『
ま
め
う
し
く
ん
と
あ
い
う
え

お
』

あ
き
や
ま
た
だ
し
著

『
よ
る
が
き
ら
い
な
ふ
く
ろ
う
』

仁
科
幸
子
著

『
ゆ
き
の
ひ
の
わ
す
れ
も
の
』

か
さ
い
ま
り
著

『
ま
ほ
う
の
国
の
プ
リ
ン
ス
＆
プ

リ
ン
セ
ス
』

藤
真
知
子
著

『
ヨ
リ
が
跳
ぶ
　
４
』

ヒ
ラ
マ
ツ
ミ
ノ
ル
著

◆
４
月
、
５
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
１０
時
３０
分

か
ら
／
鴨
島
公
民
館
２
階
絵
本

室
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
、
手
作
り
大
型
紙

芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
会
津
・
友
の
墓
標
』

西
村
京
太
郎
著

『
十
津
川
警
部
鳴
門
の
愛
と
死
』

西
村
京
太
郎
著

『
新
・
買
っ
て
は
い
け
な
い
５
』

垣
田
達
哉
著

『
外
反
母
趾
を
自
分
で
治
す
本
』

青
木
孝
文
著

『
小
学
校
の
「
苦
手
な
絵
」
を
秘

ワ
ザ
で
完
全
攻
略
』酒

井
臣
吾
著

『
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｅ
』

今
野
敏
著

『
相
棒
』

五
十
嵐
貴
久
著

『
革
命
警
察
軍
ゾ
ル
』

森
詠
著

『
怪
物
と
赤
い
靴
下
』

季
啓
充
著

『
高
血
圧
の
常
識
は
ウ
ソ
ば
か
り
』

桑
島
厳
著

『
白
暗
淵
』

古
井
由
吉
著

『
ア
ー
ス
』

ナ
デ
ィ
ー
ヌ
・
ソ
ニ
エ
著

『
た
す
け
鍼
』

山
本
一
力
著

『
魔
女
の
盟
約
』

大
沢
在
昌
著

◆
映
画
会

４
月
１９
日
貍
、
５
月
１７
日
貍
・
３１

日
貍
の
午
後
２
時
か
ら
（
約
２
時

間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
４
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

◆
開
館
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

◆
４
月
、
５
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
４
月
２８
日
豺
、
５
月
３０
日
貊
）

◆
川
村
泰
史
写
真
展

と
き

５
月
８
日
貅
〜
６
月
１
日

豸と
こ
ろ

図
書
館
ロ
ビ
ー

◆
徳
島
文
理
大
学
生
に
よ
る

七
夕
ま
つ
り
・
お
は
な
し
会

と
き

６
月
２１
日
貍
午
後
１
時
３０

分
〜
２
時
３０
分

と
こ
ろ

図
書
館
２
階

◆
開
室
時
間

午
前
１０
時
〜
午
後

６
時

図
書
だ
よ
り

山
川
図
書
館
蕁
瀚
５
２
２
２

◆
芥
川
賞
受
賞
作
品

『
乳
と
卵
』

川
上
未
映
子

著

◆
人
気
作
家
の
最
新
刊

『
親
指
の
恋
人
』
石
田
衣
良

著

川
島
図
書
館
蕁
澪
３
１
４
１

鴨
島
図
書
室
（
鴨
島
公
民
館
内
）

蕁
濆
５
１
１
１

美
郷
図
書
室

（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

蕁
潴
２
８
１
１
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ご
入
学
・
ご
進
級
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

皆
さ
ん
が
手
に
さ
れ
た
新
し
い

教
科
書
は
、
多
く
の
人
の
働
き
か

け
に
よ
っ
て
、
現
在
、
無
償
で
配

布
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
吉
野
川
市
で
は
副
読
本
を
無

償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
多
く
の

人
の
思
い
を
受
け
と
め
て
大
切
に

取
り
扱
い
、
し
っ
か
り
と
学
習
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

■
飲
酒
運
転
禁
止

自
転
車
も
飲
酒
運
転
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

■
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

夜
間
は
、
前
照
灯
お
よ
び
尾
灯

（
ま
た
は
反
射
器
材
）
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

■
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全

確
認一

時
停
止
の
標
識
を
守
り
、
狭

い
道
か
ら
広
い
道
に
出
る
と
き
は

徐
行
し
ま
し
ょ
う
。
安
全
確
認
を

忘
れ
ず
に
。

⑤
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

児
童
・
幼
児
の
保
護
責
任
者

は
、
児
童
・
幼
児
に
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
か
ぶ
ら
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

蕁
澪
６
６
２
０
蕭
澪
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w
w
w
.tc
u
.o
r.jp
/iku
sei

center/

③
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道

寄
り
を
徐
行

歩
道
で
は
、
す
ぐ
に
停
止
で
き

る
速
度
で
徐
行
し
、
歩
行
者
の
通

行
を
妨
げ
る
場
合
は
一
時
停
止
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

④
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

■
並
進
・
２
人
乗
り
は
禁
止

「
並
進
可
」
標
識
の
あ
る
場
所

以
外
で
は
、
並
進
禁
止
で
す
。
６

歳
未
満
の
子
ど
も
を
１
人
乗
せ
る

な
ど
の
場
合
を
除
き
、
２
人
乗
り

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
信
号
を
守
る

信
号
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

「
歩
行
者
・
自
転
車
専
用
」
信
号

機
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
信
号
に

従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則

道
路
交
通
法
上
、
自
転
車
は
軽

車
両
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歩
道
と
車
道
の
区
別
の
あ
る
と
こ

ろ
は
車
道
通
行
が
原
則
で
す
。

②
車
道
は
左
側
を
通
行

自
転
車
は
道
路
の
左
端
に
寄
っ

て
、
通
行
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

青
少
年
育
成
補
導

教
育
書
無
償
の
運
動

牛
島
小
学
校
　
阿
部
　
佑
香
　

み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
す
か

前
ま
で
は
教
科
書
は
買
っ
て
い
た
こ
と
を

み
な
さ
ん
は
知
っ
て
い
ま
し
た
か

あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
も
ら
っ
て
い
た
教
科
書

教
科
書
無
償
の
運
動
が
あ
っ
た
か
ら

今
の
わ
た
し
た
ち
は
タ
ダ
で
も
ら
え
て
い
る

感
謝
し
な
く
て
は

教
科
書
を
大
事
に
あ
つ
か
わ
な
く
て
は

「
教
科
書
無
償
の
運
動
」
を
学
ん
で

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
２
号
よ
り
）

自
転
車
安
全
利
用
五
則
を

守
ろ
う
！

※
累
計
は
1
月
か
ら
の
も
の 平成20年3月１日現在 

住民基本台帳（前月比） 

計 
男 
女 
世帯数 

※65歳以上 
　　計 12,827人　男 5,245人　女 7,582人 

45,961 
21,844 
24,117 
17,091

（－52） 
（－19） 
（－33） 
（＋15） 

人 
人 
人 
世帯 

（＋12） 
（＋  1） 
（＋11） 
（＋11） 

357 
67 
290 
331

人 
人 
人 
世帯 

外国人登録（前月比） 

市民のうごき 
〈 人 権 相 談 〉 

飯尾敷地コミュニティセンター 
川島庁舎201会議室 
飯尾敷地コミュニティセンター 
山川庁舎講堂 
 
市役所1階相談室 
美郷庁舎2階会議室 
市役所1階相談室 
山川庁舎101会議室 
川島公民館会議室 
 
市役所1階相談室 
市役所1階相談室 

13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 
13：30～16：00 

 
9：00～12：00 
13：00～16：00 
9：00～12：00 
10：00～12：00 
13：00～16：00 

 
10：00～12：00 
10：00～12：00

4月10日貅 
4月15日貂 
5月  8日貅 
5月20日貂 

 
4月10日貅 
4月17日貅 
5月  8日貅 
5月12日豺 
5月13日貂 

 
4月18日貊 
5月16日貊 

〈 行 政 相 談 〉 

〈司法書士会による無料法律相談〉 

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動 

火 災  

救急出動 

1件 1
月 

累
計
 

1件 

152件 1
月 

累
計
 

152件 

児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
へ
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4・5月 
休日・夜間在宅当番医表 

◎小児救急医療体制…日曜日の9時～18時、
小児科専門医が診てくれます。 

●麻植協同病院 
●阿波病院（第1・3・5週だけ） 

 

 

蕁濆2101 
蕁濺5151

●平日／17時～23時　●休日／8時～23時 
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。 
●○印は、休日診療日です。 
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。 
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確認
の上、ご利用ください。　　 ●問い合わせ／市健康推進課蕁澪6615

医　院　名 

四 宮 医 院  

木村内科胃腸科  

谷 医 院  

筒 井 クリニック  

工 藤 内 科 医 院  

鈴木内科（敷地） 

阿 部 整 形 外 科  

鈴木内科（喜来） 

鴨 島 病 院
 

 

岸 整 形 外 科  

グリーン耳鼻咽喉科 

リバーサイドクリニック岡田 

森 住 内 科 医 院  

山下耳鼻咽喉科クリニック 

麻名内科外科クリニック 

電話番号 

25－2016 

24－6413 

42－2353 

24－3300 

42－3113 

24－5880 

24－4880 

24－3413 

24－6565
 

 

25－3133 

24－2488 

24－8884 

22－3010 

42－7533 

26－0020

5月 

15 

20 

22 

21 

30 

23 

24 

26 

5 

28 

27

4月 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17
 

 

18 

19 

20 

21 

22 

23

5月 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

3 

4 

6 

7 

8 

9 

10

4月 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30

5月 

11 

12 

13 

14 

16 

17 

18 

31 

19 

25 

29

4月 

 

医　院　名 

さ く ら 診 療 所  

かなめ小児科内科クリニック 

三木リハビリテーション病院 

高橋皮膚科クリニック 

岡田医院（川島） 

石原内科循環器科 

糸田川クリニック 

梶本胃腸科内科  

和田耳鼻咽喉科  

杏 和 医 院  

中西内科クリニック 

鴨島耳鼻咽喉科  

石 原 小 児 科  

大 久 保 診 療 所  

糸 田 川 眼 科  

後 藤 田 外 科  

電話番号 

42－5520 

26－0310 

42－6616 

24－5122 

25－3566 

24－2536 

24－7555 

24－2413 

24－2566 

22－0333 

42－6755 

24－8070 

24－2388 

24－1703 

24－2531 

24－2720

医　院　名 

いぬい産科婦人科クリニック 

古 本 胃 腸 科  

美 摩 病 院  

渡 辺 医 院  

松 永 医 院  

杉 山 医 院  

井 内 内 科
 

 

矢 田 医 院  

島 野 外 科 内 科  

富 本 医 院  

電話番号 

22－1230 

24－7377 

24－2957 

24－7177 

42－2110 

25－2802 

24－3070
 

 

25－2006 

25－3060 

42－3123

空
海
を
た
ど
る 

　
　
い
や
し
の
道
ウ
ォ
ー
ク 

●
と
き
　
５
月
　
日
豸
　
　
　 

●
と
こ
ろ 

〈
山
道
コ
ー
ス
〉
藤
井
寺  

午
前
８
時
集
合
〉 

〈
平
地
コ
ー
ス
〉
切
幡
寺  

午
前
８
時
　
分
集
合
〉 

１８ 

３０ 

●
申
込
締
切
　
４
月
　
日
貊 

１８ 

問
い
合
わ
せ 

申
し
込
み 

市
商
工
観
光
課
「
最
後
ま
で
残
っ
た
空
海
の
道
ウ
ォ
ー
ク
事
務
局
」 

蕁
澤
２
２
２
６ 

新 旧 

産業経済部 

農業振興課 

環境衛生課 

地域福祉課 

介護障害課 

地域包括支援センター 

【山川庁舎】 
耕地課 

健康福祉部 

農業推進課 
蕁澤2228

市民部 環境局環境企画課 
蕁澤2230

福祉総務課 
蕁澪2111

介護保険課 
蕁澪6626

地域包括支援センター  蕁澪6627

農業振興係 
地籍情報係 
総務係 
計画係 
事業第1係 
事業第2係 

農業振興係 
地籍情報係 
総務係 
計画係 
事業第1係 
事業第2係 

地域福祉係 
高齢福祉係 
生活保護係 
地域支援係 
 
介護保険係 
障害福祉係 

環境衛生係 
整備係 

環境企画係 
環境衛生係 
整備係 

福祉総務係 
高齢福祉係 
障害福祉係（蕁澪6613） 
生活保護係（蕁澪6612） 
介護保険係 
地域支援係 

福
祉
事
務
所 

　本市では、市民の皆さんのニーズに『より迅速に、より柔軟に』対応できるよう、行財政改革の一環として、
4月1日から次の表のとおり組織の一部見直しを行いました。 
　部署名や、窓口の場所などが変更になりますので、ご注意ください。 
　今後とも、市の円滑な行政運営を図ってまいりますので、市民の皆さんのご理解をお願いします。 

※誌面の都合上、課の名称等が変更となった部署のみ掲載しています。詳しい変更内容については、
吉野川市ホームページ（市のしくみ）に順次掲載します。 

ホームページアドレス  http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

～旧耕地課が山川庁舎2階から市役所庁舎2階（農業推進課）へ～ 
市役所の組織が一部変わります 

【市役所庁舎】 

【川島庁舎】 


